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市民の皆さんとの約束を大切にします
まちづくりに全力投球!!
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行田市長　石井直彦

　このたびの市長選挙におきまして、多くの市民の皆様のご支援
をいただき、新元号「令和」のスタートとともに市政の舵取りを担わ
せていただくこととなりました。身に余る光栄であると同時に、その
責任の大きさに、改めて身の引き締まる思いです。
　私は、60年ぶりとなる市役所職員経験のない生粋の民間出身
の市長です。これまで企業で手掛けてきた数多くの店舗開発、そ
して塾の経営などで身に着けた民間の感覚を存分に市政に取り入
れ、行田市をより良いまちに生まれ変わらせたいと考えています。
　今後の市政運営においては、充分な現状分析、迅速な判断や
行動、そして徹底したコスト意識を基本といたします。もちろん、
市民第一主義を念頭に置いてまいります。幸い、選挙を通じて多
くの市民の方から意見を頂戴いたしました。これら一人一人の市民
の声を大切にし、行政運営に出来る限り反映させてまいります。
　私は行田市のより良い変化を求め、全ての市民が「行田市に住
んで良かった」「これからも行田市に住み続けたい」と思える「市民
に喜ばれるまちづくり」を目指し、市民の皆様の声を大切にしなが
ら、市政運営に全力投球であたる覚悟です。今こそ、行田市を暮
らしやすく誇りをもてるまちに生まれ変わらせるため、市民の皆様
のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

重点目標①
新ごみ処理施設は市内の用地活用を第一に考え事業を進めます。
 ●ごみ処理の広域化は出来る限り維持
 ●建設予定地の選定過程や事業費など、疑問点の明確化

重点目標②
「教育を受けるなら行田で」と言われるよう、学力の向上、教育の充
実を推進します。
 ●全教科、県内上位を目標に
 ●他市の良いところは積極的に取り入れ
 ●学童保育室など色々な場所での学習を推進

重点目標③
子育て支援の充実、人口減少対策の強化に取り組みます。
 ●保育園、学童保育室の待機児童ゼロを推進
 ●就職相談窓口の充実やスキルアップを目指す人への支援充実
 ●積極的な企業誘致の展開

重点目標④
観光の充実とビジネス化を目指します。
 ●観光資源をビジネスにつなげる仕組みづくり
 ●食事、土産物、宿泊などを一括してマネジメントできる体制づくり
 ●観光協会を独立させ、その道のプロを活用
 ●観光行政の活性化により地域経済を拡大し、新たな雇用の創出

【早期に実現を目指します】 
●  市長給与を50パーセントカットし、そ
の財源を各種事業に活用

●副市長の公募実施
●  市職員のスキルアップにより、行政効
率をさらに高め市民サービスを向上

●子どもたちのために学校統廃合を推進
●給食費の無償化推進
●  秩父鉄道行田市駅へのエレベーター設
置については調査を実施

手順や財源の確保などの検討を行い、できることから積極的に取り組みます。

ごあいさつ
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持続可能な公共施設の将来を考えて
～「行田市公共施設マネジメント計画」による公共施設の再編の取り組み～

●目標耐用年数の設定
　目標耐用年数（既存の公共施設の使用期間の目安）の考え方を整理し、施設ごとに更新や長寿命化、除却などの対応の
目安となる年度を設定しました。原則として、日本建築学会の「建築物の耐久計画に関する考え方」に基づき、「①建物の用
途や主体構造に応じた耐用年数」と「②建物の耐震性」から、使用期間の目安を設定しています。
●施設分類別の取組方針
　個別施設の方針（更新・集約・複合・除却など）を明確にしています。

対象施設の分類ごとの方針

施設分類 数値目標（2019年度⇒2055年度） 施　設　例
施　設　数 延床面積（再編後・削減率）

市民文化系施設 地域公民館、教育文化センター  他
社会教育系施設 図書館、郷土博物館  他
スポーツ・レクリエーション系施設 総合体育館、観光案内所  他
産業系施設 商工センター
学校教育系施設 小・中学校  他
子育て支援施設 保育園、学童保育室  他
保健・福祉施設 保健センター、総合福祉会館  他
行政系施設 市役所、支所、消防本部  他
公営住宅
公園
供給処理施設 環境センター、粗大ごみ処理場  他
その他施設 斎場  他

計 189施設  ⇒  122施設 186,889㎡（▲30％）
※計画書では施設ごとに方針を示しています。
※子育て支援施設に含まれる学童保育室について、既存施設は除却を予定していますが、機能は、小学校の再編に合わせた学校施
設への複合化や空き施設への移転などにより維持していきます。

　計画の方針に沿った施設の再編を実施することにより、2055年度までに1年当たり約9億円の将来更新等費用を削除
（市民1人当たり約1.5万円の負担軽減）することができ、計画期間全体の不足額が解消されます。
　しかし、単年度では財源に不足が生じる年度もあることから、更新等時期の分散や計画的な積立を推進していきます。

「行田市公共施設マネジメント計画」は、市ホームページや市政情報コーナー（市役所2階）で
ご覧になれます。
▶問い合わせ　改革推進室ファシリティマネジメント担当（内線327）

　公共施設の再編に関する市民アンケートの結果や各地
域で実施した住民意見交換会での意見を踏まえ、市が取
り組むべき公共施設マネジメントの指針となる3つの取
組方針を定めています。

　計画が対象としている公共施設は189施設
で、延床面積は267,686㎡にのぼります。この
うち、学校教育系施設が全体の過半を占めてい
ます。

行田市公共施設マネジメント計画
の取組方針
① 施設の状況に応じた耐用年数の考え方を整理し、個
別施設の再編に向けた対応時期を明確にする。

② 地域コミュニティの核となる施設を確保し、地域の
特性を考慮した公共施設の再編を進めつつ、施設保
有量の削減を図る。

③ 施設の維持保全に向けた点検項目および進め方を整
理し、より効率的な施設の維持管理手法を導入する。

計画の期間

施設再編の取り組み

年度別の対策費用

公共施設の保有状況 取組方針

計画の期間（～2055年度まで）

第1期
（～2025年度まで）

第2期
（～2035年度まで）

第3期
（～2045年度まで）

第4期
（～2055年度まで）

公共施設
（建物）
189施設
267,686㎡

学校教育系施設
135,547㎡
50.6%

スポーツ・
レクリエーション

系施設
17,967㎡
6.7%

市民文化系施設
23,196㎡
8.7%

社会教育系施設
5,315㎡
2.0%

産業系施設
4,533㎡
1.7%

子育て支援施設
4,259㎡
1.6%

保健・
福祉施設
8,349㎡
3.1%

行政系施設
15,165㎡
5.7%

公営住宅
36,271㎡
13.5%

公園
2,694㎡
1.0%

供給処理施設
10,390㎡
3.9%

その他施設
4,000㎡
1.5%

本計画を実施した場合の将来更新等費用の不足額の解消と市民1人当たりの負担軽減

2055年度の更新等費用（約27億円）に対する

市民1人当たりの負担額 約4.5万円／年

■ 更新できない部分　　■ 更新できる部分　　　　　 過去の更新費平均（190億円／10年）

※2055年度時点の市の人口を6万人と想定

【既存施設を全て更新した場合】

更新等費用総額 約1,068億円

2016年度
～2025年度

2026年度
～2035年度

2036年度
～2045年度

2046年度
～2055年度

500億円

400億円

300億円

200億円

100億円

0

更新費の不足額 更新費の不足額

236億円 222億円 419億円 191億円

2055年度の更新等費用（約18億円）に対する

市民1人当たりの負担額 約3.0万円／年

【本計画に基づく再編を実施した場合】

更新等費用総額 約727億円

2016年度
～2025年度

2026年度
～2035年度

2036年度
～2045年度

2046年度
～2055年度

500億円

400億円

300億円

200億円

100億円

0
121億円 132億円

226億円 248億円

今後20年以内は
不足が解消される

今後30～40年に
更新費が不足

今後20～30年に
更新費が大きく不足

施設分類別の保有状況

　市では、3月に「行田市公共施設マネジメント計画」を策定しました。
　この計画は、2016年3月に策定した「行田市公共施設等総合管理計画」の「40年間（2055年度まで）で
公共施設の保有量（延床面積）を約27％削減していく」という目標の達成に向け、公共施設の再編の具体的
な方針を示したものです。

29施設 ⇒ 23施設
4施設 ⇒ 4施設
9施設 ⇒ 7施設
1施設 ⇒ 1施設
26施設 ⇒ 12施設
21施設 ⇒ 1施設
5施設 ⇒ 2施設
30施設 ⇒ 25施設
18施設 ⇒ 9施設
29施設 ⇒ 29施設
6施設 ⇒ 2施設
11施設 ⇒ 7施設

15,631㎡（▲33％）
5,027㎡（▲  5％）
16,468㎡（▲  8％）
3,219㎡（▲29％）
92,493㎡（▲32％）
500㎡（▲88％）
6,426㎡（▲23％）
14,245㎡（▲  6％）
24,713㎡（▲32％）
2,605㎡（▲  3％）
2,978㎡（▲71％）
2,584㎡（▲35％）

　計画の期間を2055年度までとし、取り組みの時期を具体化するために計画期間を
4期に区分しています。
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　行田市日本遺産推進協議会では、平成29年度に「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田」
で日本遺産に認定されたことを機に、本市の地域資源の価値を見直しながらまちづくりや地域活性化
をテーマに集い、学び、実践する市民コミュニティー「行田みらい塾」を開講しています。
　今年度は、7月から令和2年2月までの計8回の開催を予定しています。ぜひ、お気軽にご参加く
ださい。
▶開催スケジュール（予定）　
【第1回】7月6日㈯午後2時～ 5時
【第2回】8月3日㈯午後2時～ 5時※フィールドワーク
【第3回】9月7日㈯午後2時～ 5時　
【第4回】10月19日㈯午後2時～ 5時※他地域視察
【第5回】11月9日㈯午後２時～５時
【第6回】12月7日㈯午後２時～５時
【第7回】1月18日㈯午後２時～５時
【第8回】2月15日㈯午後1時～５時※成果発表会
　
▶場 所　商工センター他
▶講座内容　
　① 【講義】まちづくりや地域活性、日本遺産の活

用などの専門家をお招きして専門知識の解説や
事例紹介から本市の課題や可能性を学びます。

　② 【演習（ワークショップ）】市内の地域資源を活
用した商品、サービス、新事業を開発するため、
受講生でチームを作り実践的に検討します。

　③ 【地域視察（フィールドワーク）】市内の地域資
源を実際に回りながら、その価値や課題につい
て体験を通じて学びます。

　④ 【他地域視察】本市のまちづくりの参考になる
他地域を訪ねて、事例を体験しながら交流を深
めます。

　⑤ 【事例成果発表】受講生で結成したチームで、
行田市で実現したいまちづくり事業を市民の皆
さんに発表します。

　⑥ 【修了証授与式】講座を修了した方へ行田市長
から修了証が授与されます。

▶ 対 象　15歳以上（市外在住者でも可）
▶参加費用　 無料（ただし、地域視察、他地域視察

の実費は自己負担となります）
▶申し込み　 6月28日㈮までに、はがきまたはE

メールに、住所、氏名、性別、年齢、職
業、電話番号、Eメールアドレス、「行
田みらい塾参加希望」を明記し、行田
市日本遺産推進協議会に提出してくだ
さい。

　　　　　　 【Eメール】kikakuseisaku@city.gyoda.
lg.jp

　　　　　　 【はがき】〒361―8601 行田市本丸2
―5 行田市日本遺産推進協議会

▶問い合わせ　同協議会（企画政策課内・内線311）

第2期「行田みらい塾」受講生を募集します

昨年度実施された第1期「行田みらい塾」の様子
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　NHKさいたま放送局と行田市では、NHKラジオで放送中の番組「民謡をたずねて」の公開録音を実施します。
この番組は、日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各地の民謡の魅力をたっぷりと紹介する番組です。
観覧を希望する方は、次の要領でお申し込みください。

市制施行70周年記念事業　　　　　　　　　公開録音を行います市制施行70周年記念事業　　　　　　　　　公開録音を行います市制施行70周年記念事業　　　　　　　　　公開録音を行います

▶日 時　8月24日㈯午後1時30分～ 3時45
　分(午後1時開場) 
▶場 所　「みらい」文化ホール
▶出演予定　【歌手】原田直之、高橋キヨ子、
　湯浅みつ子、木島ユタカ、塚原ひろ美、森田彩
　【三味線】本條秀太郎、本條秀五郎
　 【尺八、笛】竹井誠　【鳴物】鼓友緑美代、鼓友緑佳
　【はやし詞】西田美和、西田紀子
　【司会】伊藤博英アナウンサー
▶入 場 料　無料
▶ 申し込み　7月22日㈪(必着)までに郵便往復
はがき(私製を除く)に次の項目を記入し、郵送
で企画政策課。応募多数の場合は抽選の上、当落
にかかわらず抽選結果を返信用はがきに印刷
して返送します(7月31日㈬ごろに発送予定)。
なお、当選した場合は返信用はがきが入場整理
券(1枚で2人入場可)となります。

　 【往信用おもて面】〒361―8601行田市本丸2
番5号行田市役所企画政策課「民謡をたずねて」
係

　【返信用うら面】何も記入しないでください。
　【返信用おもて面】郵便番号、住所、名前
　 【往信用うら面】①郵便番号 ②住所 ③名前 ④
電話番号

▶主 催　NHKさいたま放送局、行田市
▶ そ の 他　
　・未就学児の入場はご遠慮ください。
　・ インターネット売買サイトなどでの入場整理券の
売買は固くお断りします。転売を目的とした申し込
みであると判明した場合は抽選対象外とします。ま
た、売買が確認された場合は入場をお断りします。

　・ インターネット売買サイトなどでの入場整理券の
偽造や架空出品に伴うトラブルが発生しています
ので、くれぐれもご注意ください。

　・ 応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡の
他、NHKでは受信料のお願いに使用させていただ
くことがあります。

　・ 都合により出演者の変更や公演を中止する場合が
あります。

　・ 中止の場合、他公演への振り替えはありません。
▶ 放送予定　9月20日㈮午前5時20分～ 5時50分
　＜NHK－FM＞
　 9月27日㈮午前5時20分～ 5時50分
　＜NHK－FM＞
　 10月4日㈮午前5時20分～ 5時50分
　＜NHK－FM＞
▶ 問い合わせ　同課(内線309)またはNHKさいたま放送
局☎048―833―2041(平日の午前10時～午後5時)

原田 直之

木島 ユタカ

高橋 キヨ子

塚原 ひろ美

湯浅 みつ子

森田 　彩

往信おもて 返信うら
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ふるさと納税に対する記念品の協力事業者を募集します

市制施行70周年記念事業～ソニックプライマリーコンサートin 行田～
日本フィルハーモニー交響楽団 金管五重奏

市指定文化財に「剣
つるぎじんじゃ
神社の油

あぶら
しぼりの絵

え ま
馬」・「熊

くまの
野神

じんじゃ
社本

ほんでん
殿」が

指定されました ▶記念品の条件　
　・ 市内で生産、製造、加工されているものや生産

者表示が市内の住所になっているもの。または、
市内で生産されたものを主な原材料とした製品
（複数の商品の詰め合せも可能）。

　・ 食料品は、寄付者に到着後、3 ～ 4日程度の消
費期限が保証できること。

　※ 条件に適合していても記念品として適当でない
と判断した場合には、認定されないことがあり
ます。

▶記念品の募集区分　
　 　目安として市場価格が次の区分に相当する記念
品を募集します（いずれも消費税込み、梱包料お
よび送料は含まない）。
　・区分1 3,000円 ・区分2 6,000円
　・区分3 9,000円 ・区分4 15,000円
　・区分5 30,000円 ・区分6 45,000円
　・区分7 60,000円 ・区分8 90,000円
　・区分9 150,000円 ・区分10 300,000円
　※ 必要と認める場合には新たに区分を設けること

がありますのでご相談ください。
　※梱包料および送料は市が負担します。

▶協力事業者のメリット　
　・ 市ホームページ、ふるさと納税インターネット

サイトなどに記念品の画像や企業名が掲載され
ます。

　・ 記念品発送時に自社パンフレットなどを同封す
ることにより、自社製品をPRすることができ
ます。

▶応募方法　
　 　企画政策課で配布している応募書類（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項を記入し、
記念品の写真または画像データを添付の上、持参、
郵送、Eメールのいずれかの方法で提出してくだ
さい。提出後、委託事業者と商品登録の手続きが
必要になります。
　 【持参・郵送】〒361―8601　行田市本丸2―5　
行田市企画政策課
　【Eメール】kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
▶問い合わせ　同課企画政策担当（内線309）

　市では、ふるさと納税をした方へ特産品などの記念品を提供していますが、さらに記念品の拡充を図るため、
米や野菜・果物・菓子・加工食品・工芸品や市内での体験などを記念品として提供していただける事業者を募
集します。協力事業者として認定された場合には、商品の写真、事業者名などを市ホームページやふるさと納
税インターネットサイト「ふるさとチョイス」に掲載しますので全国へPRすることができます。

　斎条の剣神社の油しぼりの絵馬（2点）と須加の熊野神社本殿が、4月25日付で市指定文化財（前者は歴史資料、
後者は建造物）に指定されました。この指定により市指定文化財は67件になりました。
　剣神社の油しぼりの絵馬は、安政4年（1857）に当時斎条で油屋を営んでいた吉

よし だ
田吉

き ち え も ん
右衛門が奉納した方形の

大絵馬と、それに先立って吉田家が奉納したと思われる五角形（家形）の大絵馬の2点です。共に当時の油屋の
搾油作業や店先の様子がよく描かれており、江戸時代後期の油しぼりの生業を知ることのできる県内でも数少
ない貴重な絵馬です。
　熊野神社本殿は、市内では数少ない一

いっけんしゃ
間社春

かすがづくり
日造の江戸時代後期の建立と思われる社殿です。御祭神は家

け つ
都

御
みこのかみ
子神、熊

く ま の ふ
野夫須

すみのかみ
美命、速

はやたまのおのかみ
玉男命ですが、身舎内には阿

あみだにょらいりゅうぞう
弥陀如来立像を安置した厨子も納められており、神仏

習合の様相が見られます。須加地区の守護神として地域住民が永く帰依してきた、地域の歴史と密接に関わる
社殿であるといえます。
▶問い合わせ　文化財保護課文化財保護担当☎553―3581

　市制施行70周年を記念して、日本フィルハーモ
ニー交響楽団によるコンサートを開催します。トラ
ンペットやトロンボーンなどの金管楽器による迫力
ある演奏に触れ、音楽の素晴らしさを体感してみま
せんか。
　お子さんが楽しめる曲も予定していますので、ぜ
ひ、家族みんなでお越しください。
▶ 日時　6月21日㈮午後6時開演（午後5時30分開
場）※公演時間は1時間30分程度
▶場所　産業文化会館ホール
▶ 曲目　「天空の城ラピュタ」メドレー、「ディズニー」
メドレー、「ウエストサイド・ストーリー」他
▶ 定員　1,000人（先着順）※6月5日㈬から市内各
公共施設で入場整理券を配布。
▶入場料　無料
▶ その他　駐車場は限りがありますので、公共交通

機関をご利用ください。
▶ 主催　行田市、行田市教育委員会、（公財）埼玉県産
業文化センター
▶共催　（公財）日本フィルハーモニー交響楽団
▶問い合わせ　ひとつくり支援課☎556―8319

金管五重奏

熊野神社本殿剣神社の油しぼりの絵馬

わたしのまちのたからもの～行田市の文化財展～
市制施行70周年記念　第29回テーマ展

▶期 間　7月6日㈯～ 9月1日㈰
▶ 開館時間　午前9時～午後4時30分(入館は午後4時まで)
▶場 所　郷土博物館企画展示室
▶ 入 館 料　 【大人】200円【大学生・高校生】100円【小・中学生】50円
　　　　　　※団体割引あり
公開講演会「武蔵国の聖徳太子―太子信仰の広がり」
▶日 時　7月21日㈰午後2時～ 3時30分
▶講 師　小野一之さん(府中市郷土の森博物館館長)
▶定 員　80人(先着順)
▶申し込み　電話で同館
展示解説会
▶日 時　 【1回目】7月13日㈯午後1時30分～ 2時30分
　　　　　　【2回目】8月18日㈰午後1時30分～ 2時30分
　　　　　　※1・2回目とも同内容
▶問い合わせ　同館☎554―5911

　歴史と文化のまち、行田市には国指定・県指定・市指定の有形・無形の文化財が
数多く所在し、郷土のあゆみを現代に伝えています。
　今回の展示では、市制施行70年を迎えた本市のさまざまな文化財を紹介すること
でそれらが持つ価値を再認識するとともに、文化財に対する視点の変化を考えます。

木造阿弥陀如来坐像
（長福寺所有 行田市郷土博物館保管）

関ヶ原合戦図屏風（行田市郷土博物館所蔵）
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　クビアカツヤカミキリは、特定外来生物に指定さ
れており、持ち帰る、飼う、他の人にあげるなどの
行為は法律で禁止されています。成虫を見つけたら
物理的に潰したり、市販の殺虫剤を掛けたりするな
どして逃がさないよう速やかに捕殺し、環境課まで
ご連絡ください。

クビアカツヤカミキリとは
【体長】2.5 ～４センチメートル
【特徴】 全体に黒く光沢がありクビ(前胸背板)が明

赤色
【成虫の活動時期】6月～ 8月
【寄生植物】 サクラ、ウメ、モモ、スモモなど主に

バラ科の樹木

▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

　消防法では、建物全体の収容人員が300人以上の
特定防火対象物で防火管理者に選任されている場合
には、直近の防火管理講習を修了した日以降におけ
る最初の4月1日から5年以内ごとに再講習を受講
する必要があります。
▶日時　7月24日㈬午後1時30分～ 4時30分　
▶場所　中央公民館第1学習室
▶定員　30人(先着順)　
▶受講料　4,500円(教材費など)　
▶ 申し込み　6月17日㈪～ 21日㈮に印鑑、受講料、
最新の修了証の写し、写真(縦3センチメートル
×横2.5センチメートルで3カ月以内に撮影した
もの)1枚を消防本部予防課へ持参してください。
▶問い合わせ　同課☎550―2122

固定資産税に関する家屋実地調査にご協力を
　市では現在、家屋の新築・増築および取り壊し調
査を行っています。調査には、職員が2人1組で伺
いますのでご協力をお願いします。
　なお、職員は「職員証」を携帯しています。「職員証」
の提示がないなど不審に感じた場合は、税務課まで
ご連絡ください。

家屋を取り壊したら届出を
　家屋を取り壊した場合には、「家屋取壊届出書」
を税務課へ提出してください。また、登記してある
家屋については、法務局で滅失登記の手続きを済ま
せてください。
　これらの手続きが行われない場合には、税務課で
家屋の取り壊しを確認できないことがあります。
　なお、「家屋取壊届出書」の用紙は、税務課で配
布している他、市ホームページからダウンロードで
きますのでご利用ください。

▶問い合わせ　同課資産税担当（内線234）

▶ 日時　7 月25日㈭・26日㈮午前9 時～午後5時(2
日間)

▶場所　中央公民館第1学習室
▶内容　甲種防火管理者の資格を取得するための講習
▶定員　50人(先着順)　
▶受講料　5,000円(教材費など)　
▶ 申し込み　6 月17日㈪～ 21 日㈮に印鑑、受講料、
写真(縦3センチメートル×横2.5センチメートル
で3カ月以内に撮影したもの)1枚を消防本部予防
課へ持参してください。　

▶問い合わせ　同課☎550―2122

●異動　令和元年5月15日付
　 【部次長】▶総合政策部次長兼秘書課長兼企画政策
課長　江森裕一（総合政策部次長兼秘書課長）

●退職　平成31年4月25日付
　▶総合政策部次長兼企画政策課長　岩田樹一良

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

甲種防火管理新規講習

人事異動（課長級以上の職員）

甲種防火管理再講習

税務課からのお知らせ 特定外来生物クビアカツヤカミキリを
見つけたら

・気象情報に注意し、情報収集に努めましょう。
・停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオの確認をしましょう。
・非常持ち出し品の確認と準備をしましょう。
・ 浸水や暴風に備え、自宅周辺の確認や家財道具などを安全な場所に移動しま
しょう。

・ 市発行のハザードマップで、洪水時に自宅や職場がどれくらい浸水するか確認
しておきましょう。

・ 避難場所を把握し、災害発生時にどこへ避難すればよいか確認しておきましょ
う。

※洪水ハザードマップおよび避難場所は市ホームページでも確認できます。
　
　事前準備は家族構成などによって異なります。万が一の際に何が必要なのか、災害が起こる前に話し合っておきましょう。

行田市洪水ハザードマップを見直しました
　平成27年の水防法改正により、想定最大規模降雨(想定しうる最大規模の降雨)が加わり、新たな浸水想定区域図が公表され
ました。市ではこのデータに基づき、行田市洪水ハザードマップの改訂を行いました。このマップは、市民の皆さんに浸水情報
と避難に関する情報などを分かりやすく提供し、洪水時の人的被害を防ぐことを第一の目的に作成しました。
　6月中旬ごろから自治会を通じて配布しますので、お手元に届きましたらご覧いただき、事前の備えに活用してください。

主な変更点
①新たな浸水想定に基づいた洪水浸水区域図を掲載しました。
②氾濫が発生した際に、標準的な木造家屋の倒壊などの危険がある区域を示しました。
③避難方向を示す矢印を明記しました。
④埼玉県の管理河川(行田市に影響を及ぼす福川、小山川、女堀川)における浸水想定区域図を掲載しました。

・ 警戒レベル5は災害がすでに発生して
いることを示しています。避難行動を
することは、かえって危険な場合があ
ります。災害に応じた、命を守る最善
の行動をしてください。

・ 警戒レベル4は災害発生の危険が迫っ
ている場合、全員避難を強く訴えるも
のです。

・ 警戒レベル3は避難に時間を要する高
齢者らの避難とその他の市民は避難準
備することを意味しています。

▶ 問い合わせ　防災安全課防災担当
( 内線 282)

大雨や台風による災害に備えましょう
　梅雨の季節や梅雨明けは、雷、台風、突風、竜巻、ゲリラ豪雨などが発生しやすくなります。これらの自然災害か
ら身を守り被害を最小限に抑えるためには、次のことに注意し、事前の準備をすることが大切です。

平成30年台風24号で倒木した水城公園内の様子

新しいハザードマップの表紙

クビ（前胸背板）が
明赤色

水防法改正前に基準としていた降雨量
利根川流域の3日間総雨量　318mm
荒川流域の3日間総雨量　　548mm

水防法改正後に基準とする降雨量
利根川流域、八斗島上流域の72時間総雨量　491mm
荒川流域の72時間総雨量　　　　　　　　　632mm

避難・防災気象情報など 住民がとるべき行動

警戒レベル5 ・災害発生情報
・大雨特別警報 命を守る最善の行動

警戒レベル4
・避難指示(緊急)
・避難勧告
・土砂災害警戒情報

速やかに全員避難

警戒レベル3 ・避難準備・高齢者ら避難開始
・大雨・洪水警報

高齢者らは避難
その他は避難準備

警戒レベル2 ・大雨・洪水注意報 避難に備え、避難場所や避
難経路を再確認

警戒レベル1 ・ 数日中に警報級の大雨が降る
予報

最新の気象情報に注意し、
災害への心構えを高める

防災情報が5段階の警戒レベルで発信されます
　平成30年7月豪雨を教訓に、避難勧告等に関するガイドラインが改定されました。これに伴い、市民の皆さんが防災情
報の意味を直感的に理解できるよう、「特別警報」や「避難勧告」などの防災情報が5段階の警戒レベルにより整理され、
避難のタイミングが明確化されました。
　大雨、洪水、内水氾濫などの災害時には、警戒レベルを用いた防災情報が発信されます。

危
険
度

高
い

低
い
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　65歳未満の方が発症する若年性認知症は、進行してからよ
うやく認知症だと分かることが多いため、診断が遅れてしまう
傾向にあります。認知症は、早期発見・早期治療をすれば、進
行を遅らせることができるものです。
　ぜひ、この機会に医療機関でもの忘れ検診を受けてみましょう。

▶期 間　令和2年2月29日㈯まで
▶対 象　 本市に住民登録がある方のうち、令和2年3月31

日現在の年齢が50・55・60・65・70歳の方(認
知症治療中の方を除く)

▶内 容　問診、浦上式検査(医師の質問に答える検査法)
▶費 用　無料
▶ 受診方法　高齢者福祉課に直接または電話で申し込み、「行
田市もの忘れ検診受診票」の交付を受けた後、市が指定する
医療機関に予約し、受診してください。

【もの忘れ検診実施医療機関】

もの忘れ検診を受けましょう

▶配布時期　6月28日㈮まで
▶配布場所　
　・ 市高齢者福祉課および行田市社会福祉協議会
　・県高齢者福祉課および県福祉事務所
　・ 埼玉県社会福祉協議会（彩の国すこやかプラ

ザ内）
▶ その他　平成30年度から受験資格が変更にな
りました。詳細は試験案内をご覧ください。
▶ 問い合わせ　埼玉県社会福祉協議会ケアマネ
ジャー業務課☎048―824―3111（試験専用）

▶日時　6月21日㈮午前10時～ 11時30分　
▶ 場所　ふぁみぃゆ東館地域交流館「サロン柿の
木」（下須戸65―1）　
▶ 内容　介護者が心身をリフレッシュし、暑さに
負けない体力づくりをしながら介護が継続でき
るよう、両手に２本の専用ポールを持って歩く
効率の良いウォーキングスタイルを学ぶ。　
▶ 講師　ポールウォーキングアドバンスコース指
導員　
▶ 対象　現に介護している方、介護について関心
のある方　
▶定員　20人（先着順）　
▶参加費　無料　
▶持ち物　運動靴、帽子、筆記用具、飲み物　
▶ その他　動きやすい服装、運動靴でご参加くだ
さい。　
▶ 申し込み・問い合わせ　6月20日㈭までに地域
包括支援センターふぁみぃゆ☎558―0088　
▶ この記事に関する問い合わせ　高齢者福祉課地
域包括ケア担当（内線278）

2019年度埼玉県介護支援専門員実務
研修受講試験の案内を配布します

介護者教室を開催します
～楽ちん介護Part 12～運動編

▶ 申し込み・問い合わせ　同課地域包括ケア担当(内線278)

医療機関名 所在地 電話番号

医)千寿会 赤井胃腸科 門井町2―10―32 553－2233

荒木医院 真名板2065 559－3102

医)基信会 池畑クリニック 宮本16―1 556－2295

医)行仁会 加藤内科医院 旭町3―2 556－3253

医)川島会 川島胃腸科 佐間1―18―39 553－0001

医療生協さいたま 行田協立診療所 本丸18―3 556－4581

医)壮幸会 行田総合病院 持田376 552－1111

医)社団清幸会 行田中央総合病院 富士見町2―17―17 553－3360
（予約センター）

医)社団 栗原医院 本丸11―35 556－2272

医)社団俊英会 根本医院 行田10―22 555－1261

医)結び会 松原医院 長野1―31―10 553－6700

医）悠希会 南川げんきクリニック 小見1400―1 554－8835

やまかわ内科クリニック 壱里山町18―6
マルオカビル2F 564－1488

医）社団グリーンハート 吉田記念
山本クリニック 埼玉4719 558－3507

　県では、小・中学校などで使用する教科書や来年度使用予定
の教科書を展示します。どなたでもご覧になれますので、ぜひ
会場に足を運んでください。
▶ 日時　6月12日㈬～ 7月5日㈮午前9時～午後6時（日曜日
を除く、土曜日は午後5時まで）
▶場所　県立総合教育センター（富士見町2―24）
▶ 展示教科書　現行教科書（小・中学校、高等学校、特別支援
学校）、来年度使用予定の教科書（小学校、特別支援学校 小学
部）
▶問い合わせ　同センター☎556―3487

　体への負担が少ない水中でウオーキングや簡単
な体操などを実施します。気軽に参加ください。
▶ 日時　7月3日～ 31日の毎週水曜日（全5回）
　午後3時20分開始（午後3時から受け付け）
▶場所　行田市民プール　
▶ 対象　おおむね65歳以上で、医師から運動の
制限を受けていない方　

▶定員　20人（先着順）　
▶参加費　無料　
▶ 申し込み・問い合わせ　6月26日㈬までに直
接高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

教科書展示会を開催します

 アクアフィットネス教室

　今年もNPOやサークル団体が日ごろの活動成果を発
表する「みずしろフェスタ」を開催します。コミュニティ
センターみずしろで、皆さんの活動の魅力を発信してみ
ませんか。
▶ 開催日時　11月9日㈯・10日㈰午前10時～午後3時
（展示などは午前9時～午後9時30分※10日は午後3
時まで）
▶開催場所　コミュニティセンターみずしろ
▶ 募集内容　展示での活動紹介、体験ワークショップ、
ステージでのパフォーマンス発表、飲食の販売など
▶主催　みずしろフェスタ2019実行委員会
▶ 申し込み　市民活動サポートセンター（コミュニティ
センターみずしろ内）、各地域公民館などで配布して
いる参加申込書（市ホームページからダウンロード可）
に必要事項を記入の上、7月30日㈫（必着）までに、
持参、郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法で提出
してください。【持参・郵送】〒361―0052 行田市
本丸5―10 みずしろフェスタ2019実行委員会事務局
（市民活動サポートセンター内）【FAX】598―8616【E
メール】gyodashi-saposen@bz04.plala.or.jp
▶ 問い合わせ　同実行委員会事務局（市民活動サポート
センター内）☎598―8616

　生活習慣病（高血圧、脂質異常症、糖尿病など）は、自
覚症状なく進行し、脳梗塞や心筋梗塞などを突然発症し
て重篤になることがあります。年1回の健診で自分の体
を知り、健康寿命を延ばしましょう。
※特定健診と市の助成を受ける人間ドック（併診ドック）
の両方を受診することはできません。
▶受診期間　6月1日㈯～令和2年2月29日㈯
▶ 場所　市内指定医療機関（詳細は受診券に同封のパン
フレットを参照）
▶ 対象　平成31年4月1日までに行田市国民健康保険
加入の方で、今年度（令和2年3月31日現在）、40歳
～ 74歳の方
▶ その他　年度途中で社会保険に加入された方や市外に
転出された方は、本市の特定健診は受診できません。
▶ 費用　【70歳以上の方】無料【70歳未満の方】500円（受
診時に医療機関で支払い）※市・県民税非課税世帯の
方は、受診前に被保険者証と受診券を持参し保険年金
課へ申請することで費用を免除
▶ その他　市オリジナルの早期受診特典として、12月
までに受診された方の中から抽選で、市内共通商品券
や行田グリーンアリーナのトレーニング室利用券が当
たるチャンスがあります。
▶ 申し込み　対象者には5月下旬に受診券を送付してい
ます。市内の実施医療機関へ直接予約をし、受診券を
持参の上、受診してください。なお、受診券が届かな
い場合や、4月2日以降に行田市国民健康保険に加入
し、今年度特定健診の受診を希望する方は同課までご
連絡ください。
▶問い合わせ　同課国保担当（内線271・272）

▶日時　7月13日㈯午後1時20分～ 4時
▶場所　「みらい」文化ホール
▶内容　【第1部】大会セレモニー
　 【第2部】青木研さん（埼玉県警察本部刑事部組織犯罪
対策局捜査四課）による講演「暴力団の最近の動向と
対処方法について」、埼玉県警察本部生活安全部生活
安全総務課防犯指導係「ひまわり」による寸劇「振り
込め詐欺等の犯罪から身を守るための防犯講習」
　【第3部】熊谷ひろみさんによる歌謡ショー
▶入場料　無料
▶主催　「社会を明るくする運動」行田地区推進委員会
▶ その他　午前10時～正午に中央公民館第3学習室で、
保護司会・更生保護女性会が犯罪や非行に関する相談
を受け付けます。
▶ 問い合わせ　福祉課トータルサポート推進担当（内線
285）

　フードドライブとは、家庭で余っている食品などを寄
贈してもらい、生活に困窮している方や福祉施設、フー
ドバンクなどに無償で提供する活動です。1人1、2品
程度のご協力をお願いします。
▶受付日時　6月19日㈬～ 25日㈫午前9時～午後4時
▶受付場所　総合福祉会館「やすらぎの里」　
▶ 対象となる品物　常温保存可能で、賞味期限が3カ月
以上あるもの 
　 【例】米、パスタ、乾物（のり、豆、かつお節など）、
保存食品（缶詰、瓶詰など）、ドライ食品、インスタン
ト食品、レトルト食品、ギフトパック（贈答品の余剰
品など）、調味料、油、飲料など　
▶共催　フードバンク北関東
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557―5400

「～もっと知ろう！もっとやろう！市民活動！～
みずしろフェスタ2019」の参加団体を募集します

通院中の方も 健康に自信のある方も
受けよう！特定健診（特定健康診査）

第69回「社会を明るくする運動」行田地区大会

行田市フードドライブを実施します
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　 子ども大学ぎょうだ　参加者募集
　市内を中心とする小学4～ 6年生を対象に、ものつくり大学、NPO法人行田市民大学活動センター、
NPO法人子育てネット行田と市教育委員会が連携して、子供たちの知的好奇心を刺激する学びの機会
を提供することを目的とした『子ども大学ぎょうだ』を開校します。大学教授の講義を受けたり、各分
野の専門家に教わりながら体験したりするなど、ここでしか学ぶことができない内容となっています。

「はてな学」「ふるさと学」「生き方学」

10th Anniversary 魅力ある講座が満載！
　 子ども大学ぎょうだ　参加者募集　 子ども大学ぎょうだ　参加者募集

▶対　　象　小学4～ 6年生
▶定　　員　50人(申し込み多数の場合は、6月18日㈫午前10時から
　　　　　　産業文化会館2階2A会議室で公開抽選を実施)
▶参 加 費　2,000円(保険料、教材費などを含む)
▶申し込み　①右の二次元コードから申し込み
　　　　　　②各小学校に配布する申込書に必要事項を記入の上、持参、郵送、FAX
　　　　　　　いずれかの方法で教育委員会ひとつくり支援課に提出
　　　　　　　【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20 　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　【FAX】556―0770
▶締め切り　６月14日㈮まで
▶問い合わせ　子ども大学ぎょうだ実行委員会事務局(ひとつくり支援課内) ☎556―8319

参加できない日が
あってもＯＫだよ

角帽を作って入学式

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 日 7 月６日(土) 

午前 8 時 45 分～午後 0 時 30 分 

ものつくり大学 

○角帽づくり ○入学式 

○「ペットボトルロケットを作

ろう！」～ものつくり大学で

宇宙への夢を学ぶ～ 

午後 1 時 

ものづくり大学学生食堂 

○学食でコミュニケーション 

（実費） 

第 2 日 7 月 24 日(水) 

午前 9 時 15 分～正午 

産業文化会館ホール 

○「いろんなリズムで音楽世

界旅行」 

○「ＭＹリフレクター
　（自転車反射板）づくり」

 

第 3 日 8 月 3 日(土) 

午前 9 時 15 分～正午 

VIVA ぎょうだ 

○「行田の野菜をトッピン

グ！」～ドラム缶で焼くピ

ザづくり～(調理実習) 

○学園祭の準備 

 

第 4 日 8 月 24 日(土) 

午前 9 時 15 分～11 時 30 分 

産業文化会館会議室 

○学園祭準備 

 浮き城のまち行田こどもま

つりに参加するための準備

です。作って遊べるコーナ

ーを準備しよう。 

 

第 5 日 9 月 21 日(土) 

午前 9 時 15 分～11 時 40 分 

ものつくり大学 

○「行田は水の始発駅」 

～水の旅の行く先は～ 

○「建物を強くする方法を

学ぼう！」 

○修了式 

 

第 6 日 10 月 14 日(月) 

午前 9 時 30 分～午後 3 時 

水城公園市民広場 

○学園祭(こどもまつり) 

 

ものつくり大学で講義 学園祭を運営（こどもまつり）

北彩タウン情報 ～でかけませんか となりまち～
   加須市
騎西あじさい祭り
　6月1日㈯から30日㈰まで、玉敷公園、騎西総合
公園、キャッスルきさいを結ぶ「ふじとあじさいの道」
で騎西あじさい祭りが開催されます。期間中、次の
とおりイベントが行われます。
▶期　　日　6月9日㈰ 午前9時30分～午後3時　
　　　　　　※雨天決行
▶場　　所　 玉敷公園(加須市騎西535―1)、ふじと

あじさいの道
▶内　　容　 人力車の搭乗体験、ふじとあじさいの

道スタンプラリーなど
▶ 問い合わせ　 加須市物産観光協会騎西支部事務局(騎

西総合支所地域振興課内)☎0480―73
―1111

   羽生市
羽生てんのうさま夏祭り
▶ 日　　時　7月13日㈯午後１時～ 9時
▶場　　所　 プラザ通り、はなみずき通り(羽生駅

東口から徒歩5分)
▶内　　容　 390年以上の伝統を誇る羽生てんのう

さま夏祭りでは、各町内による11基
のみこしと2台の山車が人々の無病息
災を祈願し、歩行者天国となった会場
を練り歩きます。また、一回り大きな
宮みこしの渡御や、郷土芸能の披露、
よさこい祭りなども実施されます。

▶問い合わせ　 羽生市キャラクター推進室☎560―
3119

　　 夏休み期間中の児童の預かり保育
うきしろのまち子どもの家事業を実施します

▶期　　間　7月22日～ 8月30日の月～金曜日
▶時　　間　午前7時30分～午後7時
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ大広間
▶対　　象　保護者の就労などにより常時留守宅の小学1～ 6年生で、夏休み期間中のみ預かりを希望する児童
▶定　　員　50人
▶利 用 料　

在籍児童の属する世帯の階層区分
利用料

階層 定　　義
１ 生活保護法による被保護世帯 0円
２

前年度分市町
村民税額が次
の区分に該当
する世帯

市町村民税非課税世帯（市町村民税所得割非課税世帯を含む） 0円
３ 市町村民税所得割課税額76,000円未満 5,000円
４ 市町村民税所得割課税額76,000円以上225,000円未満 7,000円
５ 市町村民税所得割課税額225,000円以上 9,000円

　※兄弟姉妹同時入室の場合、2人目以降は半額となります。　※上記の区分により、期間中の学童利用料が決定します。
　※利用料の他に、おやつ代が別途かかります。

▶申請方法　 子ども未来課で配布している申請書(市ホームページからダウンロード可)に必要書類を添付の上、
　　　　　　6月25日㈫までに同課へ申請してください。
▶注意事項　・次の利用基準に該当する方が申し込みできます。

　　　　　　　　利用基準
　　　　　　　　①勤務終了時間がおおむね正午より遅いこと
　　　　　　　　②勤務日数が月平均15日以上であること
　　　　　　　　③保育が可能な同居(同敷地内)の親族がいないこと
　　　　　　　　④自宅における保育が難しいこと(家族の病気や介護などを含む)
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・申込書類に基づき審査を行い、優先度の高い方から順に利用を決定します。
　　　　　　・プールなどの学校行事に参加する場合は、保護者による対応をお願いします(市では送迎を行いません)。
　　　　　　・通年の学童保育室の申し込みは、随時受け付けています。
▶問い合わせ　同課子ども未来担当(内線262)
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古代蓮の里
市民無料駐車券
本券一枚で乗用車一台限り
※中型・大型自動車（バス）を除く

… 有効期間 …
令和元年6月15日㈯から
令和元年8月 4 日㈰まで
（※7月7日㈰行田蓮まつりを除く）

… 有料時間 …
午前5時から午後2時まで
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古代蓮の里
市民無料駐車券

古代蓮の里
駐車場有料期間中の市民
無料駐車券を配布します
　古代蓮の里駐車場有料期間中、
左の無料駐車券を切り取り料金所
係員へ提出してください。

▶有料期間　
　6 月 15 日㈯～ 8 月 4 日㈰
▶有料時間　午前 5 時～午後 2 時
▶駐車料金
　【普通自動車】1 台 500 円
　【中型・大型自動車 ( バス )】
　1 台 1,500 円
　※障害者手帳をお持ちの方が同
　　乗（手帳の提示が必要）した普
　　通自動車は無料
▶その他　

本券を紛失した場合は、都市計
画課で市民であることの確認を
した後、一世帯当たり市民無料
駐車券 2 枚を再発行します。

▶問い合わせ　
　同課公園担当☎556―1111
　( 内線 5604)※本券と引き換えにお渡しする

　入館割引券の提出で古代蓮
　会館入館料２割引

※本券と引き換えにお渡しする
　入館割引券の提出で古代蓮
　会館入館料２割引

必ず切り取って係員に提出してください

本券一枚で乗用車一台限り
※中型・大型自動車（バス）を除く

… 有効期間 …
令和元年6月15日㈯から
令和元年8月 4 日㈰まで
（※7月7日㈰行田蓮まつりを除く）

… 有料時間 …
午前5時から午後2時まで

必ず切り取って係員に提出してください

道路後退用地などを分筆して市に寄附する場合に補助金を交付しています
　市では、狭い道路（幅員が4メートルに満たない道路）の拡幅を促進し、生活環境の向上を図るため、道路後
退用地などを分筆して市に寄附する場合に、分筆測量費の一部を補助金として交付しています。

▶補助対象となる道路後退用地など（次の事項を全て満足するもの）
　・建築基準法第42条第2項の規定により道路とみなされる部分、および隅切り部分など
　・土地所有者全員が寄附について合意しているもの
　・ 建築物、工作物（門、塀、生け垣、樹木、給排水施設、電柱など）などがなく、既存道路と同じ程度の高さで道

路用地として支障がないもの
　・所有権以外の権利が設定されていないもの
　・開発行為に伴う道路後退用地などでないもの（自己居住用の住宅を除く）
　・土地または土地建物の販売を目的とするものでないもの
▶ 補助対象者　道路後退用地などの土地所有者または相
続人で、市税の滞納がない方

▶ 補助金額　道路後退用地の分筆に係る費用で、一団の
土地につき上限15万円

▶補助対象費
　・測量に係る費用
　・分筆登記に係る費用（申請・登録免許税など）
　・境界標の設置に係る費用
▶注意点
　・ 事前協議申し入れの前に分筆された道路後退用地な

どは補助金交付の対象になりません。 
　・ 建築開発課または市ホームページで詳細を確認の上、

寄附の事前協議をしてください。
▶問い合わせ　同課開発指導担当☎550―1551

市制施行70周年記念事業
第22回ときめきレインボーフェスティバルを開催します
　行田市文化団体連合会に所属するステージ部門の12
団体が、日頃の活動の成果を発表します。

▶日　　時　 7月7日㈰午前10時開演(午前9時30分
開場)

▶場　　所　産業文化会館ホール
▶入 場 料　無料
▶主　　催　 行田市文化団体連合会、行田市教育委員

会、（公財）行田市産業・文化・スポーツい
きいき財団

▶プログラム
　【市制施行70周年記念事業特別プログラム】
　午前10時～ 10時15分
　県立進修館高等学校ダンス部によるパフォーマンス
　【午前の部】午前10時25分～午後0時30分(予定)

▶問い合わせ　 ときめきレインボーフェスティバル
実行委員会事務局（産業文化会館内）
☎556―6371

参加団体名 出演グループ名

行田市大正琴連盟
太田公民館大正琴クラブ
真名板大正琴クラブ
チェリーアンサンブル

行田市合唱連盟
ながのフラウェンコール
行田男声合唱

行田演奏家連盟 行田アンサンブル協会

行田吹奏楽連盟
行田市民吹奏楽団
行田うきしろ吹奏楽団

ステージ上で見事なパフォーマンスを披露する出演者の皆さん

　【午後の部】午後1時～ 5時(予定)
参加団体名 出演グループ名

行田邦楽協会
行田箏曲会 箏曲糸の会
邦楽クラブ

行田総合舞踊クラブ 凰社中

行田日本舞踊連盟
西川流 胡蝶の会
西川流 扇由女会
花柳流 寿々司郎の会

行田ハーモニカソサエティー
荒木ハーモニカグループ
若葉ハーモニカクラブ
ハーモニカバンド ポコフレンド

行田詩吟連盟 行田詩吟連盟加盟7団体

行田市民謡協会
謡友会
紀静会

行田市フラダンス連盟
フラガールズ
リリア
モキハナ

武蔵あばれ太鼓 武蔵あばれ太鼓

2019年度おもしろものづくり教室

▶場所　ものつくり大学(前谷333)
▶定員　20人(定員を超えた場合は抽選)※第5回は各日100人(先着順)
▶費用　各回500円※第5回は無料
▶申し込み・問い合わせ　6月14日㈮～ 21日㈮の午前9時～午後5時に同大学☎564―3906

回 教　室　名 日　　時 内　　容 講　　師 対　　象

１ 鋳造体験！溶かしたスズでオ
リジナルの置物を作ろう

7月14日㈰
午後1時～ 3時

ロウと砂で型を作り、溶かした金属のスズを流
し入れてオリジナルの置物を作ります。

西直美さん
（ものつくり大学教授）

小学5・6年生(4年生以
下は保護者同伴なら可)

２ テレイドスコープを作ろう！ 7月21日㈰
午後1時～ 3時

アルミニウム製の「オリジナルテレイドスコー
プ」を作ります。テレイドスコープとは、覗い
て見たもの全てを万華鏡模様にして映し出し、
不思議な世界を楽しむことができるものです。

黒澤孝祥さん
(久喜工業高校教諭)

小学4年生～ 6年生
(3年生以下は保護者同伴
なら可)

３ ちょっとおしゃれなオリジナル
小物入れ(宝箱)をつくろう！

7月28日㈰
午後1時～ 3時 小物を入れるオリジナルの宝箱を作ります。 ものつくり大学同

窓会員
小学5・6年生(4年生以
下は保護者同伴なら可)

４ 木の写真立てをつくろう！ 8月24日㈯
午後1時～ 3時

のこぎりや金づちを使って、木製の写真立てを
作ります。

深井和宏さん
（ものつくり大学教授）
同大学建築研究会

小学4年生～ 6年生
(3年生以下は保護者同伴
なら可)

５ 楽しい竹細工教室
10月26日㈯・27
日㈰午前10時～
午後3時

竹とんぼ、ガリガリとんぼを作って遊びます。
※事前申し込み不要

榎本武弘さん
(竹に遊ぶ会) 小学6年生まで
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1 駐車場を利用するときは、必
ず本券を提出してください。

2 駐車の際は、係員の指示に
従ってください。

3 駐車場内での自動車の事故・
盗難などについては、一切責
任を負いかねます。

4 本券を市外の方へ譲渡する
ことを禁じます。

5 本券のコピーでの使用はでき
ません。

6 営業車両での本券の使用は
できません。

1 駐車場を利用するときは、必
ず本券を提出してください。

2 駐車の際は、係員の指示に
従ってください。

3 駐車場内での自動車の事故・
盗難などについては、一切責
任を負いかねます。

4 本券を市外の方へ譲渡する
ことを禁じます。

5 本券のコピーでの使用はでき
ません。

6 営業車両での本券の使用は
できません。

古代蓮の里
市民無料駐車券
＜使用上の注意＞

切り取って係員に提出してください

行田市都市計画課公園担当
☎556―1111（内線5604）

古代蓮の里
市民無料駐車券
＜使用上の注意＞

切り取って係員に提出してください
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行田市都市計画課公園担当
☎556―1111（内線5604）

6月の行田軽トラ朝市の
開催場所が変わります

　6月の行田軽トラ朝市は、古代蓮
の里に会場を移して実施します。美
しく咲く蓮花の観賞をした後は、行
田の新鮮な農産物をお土産にいかが
でしょうか。
　なお、7月は通常どおり産業文化
会館南側芝生広場での開催となりま
すのでご注意ください。

▶日時　6月16日㈰午前7時～正午
▶場所　古代蓮の里駐車場
▶ 問い合わせ　行田軽トラ朝市実行
委員会事務局（行田市農政課内・
内線388）

行田市都市計画審議会の
委員を募集します

　市では、土地の利用や建物の建て方のルール、道路や公
園などのまちづくりに関する事項について市長からの諮問
を受け、調査および審議を行う機関として、行田市都市計
画審議会を設置し、都市計画の円滑な推進を図っています。
　このたび、本審議会委員の任期満了に伴い、公募の市民
から選任される委員を次のとおり募集します。

▶ 応募資格　満18歳以上で、本市に住民登録して1年以
上在住しており、平日昼間に開催する会議に出席できる
方。ただし、次の方は応募できません。
　⑴ 応募日現在、本市の他の審議会などの委員になってい

る方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任期　８月11日㈰～令和３年８月10日㈫（予定）
▶審議会の開催回数　市長の諮問に応じて開催
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、
市の都市計画に関する考えなど（800字程度）を記載し
たもの(様式自由)を、6月21日㈮までに持参または郵
送により提出してください。【持参・郵送】〒361―
0052　行田市本丸2―20　行田市都市計画課
▶ 選考方法　書類選考の上決定し、結果は応募者全員に通
知します。
▶問い合わせ　同課計画担当(内線5605)

行田市商業振興対策委員会
の委員を募集します

　市では、商業の振興に寄与するため、行田市商業振
興対策委員会を設置しています。この委員会は商業振
興に関することについて、市長の諮問に応じて答申ま
たは建議するための機関です。
  このたび、皆さんの意見を幅広く反映させるため、
次のとおり委員会の委員を募集します。

▶ 応募資格　市内在住・在勤・在学の満20歳以上で、
平日昼間に開催する会議（年1回程度）に出席できる方。
ただし、次の方は応募できません。
　⑴ 応募日現在、本市の他の審議会などの委員になっ

ている方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任期　委嘱した日から2年
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、
勤務場所（または学校名）、商業振興に関する考えな
ど（400字程度）を記載したもの（様式自由）を、6月
28日㈮までに持参または郵送により提出してくださ
い。【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸２―5
行田市商工観光課商工振興担当
▶ 選考方法　書類選考の上決定し、結果は応募者全員
に通知します。
▶問い合わせ　同課商工振興担当（内線383）

体験・滞在型観光商品の
開発などを支援します

　行田市観光協会では、観光客の誘致や滞在時間の延伸、
観光消費額の拡大を図るため、本市の地域資源の魅力に
着目した観光商品の新規開発や改良などに取り組む方に
対して支援をします。
　観光を通じて賑わいはもちろんのこと、経済が活性化
する仕組みを地域一体で構築していきましょう。

▶補助対象者
　 　市内に活動拠点があり、かつ、現在行田市観光協会
に加盟しているまたは今後加盟予定の法人、団体（法
人格の有無は問いません）、個人事業主。
▶対象事業
　⑴体験・滞在型観光商品の新規開発事業
　⑵既存の体験・滞在型観光商品の改良事業
　⑶ その他　補助対象経費総額の50パーセント未満の

範囲内で行う観光商品（⑴⑵に限る）のプロモーショ
ン事業や観光客の受入環境整備事業

　※ 体験・滞在型観光商品とは例えば、食べ歩き体験、
着物の着付け体験、煎餅焼き体験、足袋作り体験、
工場や酒蔵の見学体験、茶道・華道体験などを商品
化したものです。

　※ 観光客の受入環境整備事業とは、体験・滞在型観光
商品の予約受付システム、無料公衆無線ＬＡＮ、多
言語音声ガイド機器やキャッシュレス端末の導入な
どが想定されます。

▶補助率
　補助対象経費の3分の2（上限額50万円）
　※予算額に達した時点で募集を終了します。
▶ 申し込み・問い合わせ　同協会（商工観光課内・内線375）

足袋フィッター養成講座を
開催します

　足袋は履く人の足の長さや幅、そのバランスによって
合う形が異なります。足袋の歴史や形を学び、検定試験
に合格することで足袋フィッターとして認定され、足袋
を履く機会のある方、足袋を履いてみたい方に、より足
にあった足袋を紹介できるようになります。

▶期日 
　 ①7月24日㈬、②7月30日㈫、③7月31日㈬、④8
月6日㈫、⑤8月7日㈬

▶時間　午後6時
▶場所　①商工センター 403研修室
　　　　②～⑤きねや足袋株式会社（佐間1―28―49）
▶内容　②工場見学、⑤検定試験、それ以外は講義
▶ 対象　行田足袋の普及啓発に関心のある方、足袋
フィッターとして活動できる方

▶募集人数　30人（先着順）
▶参加費　無料
▶ その他　原則として全5回ご参加いただきます。日程
途中での参加・欠席はご相談ください。

▶ 応募方法　7月17日㈬（必着）までに住所、氏名、電
話番号、「足袋フィッター養成講座受講希望」を明記し
た書類（様式自由）を持参、郵送、FAX、Eメールのい
ずれかの方法により提出してください。

　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5「足袋
のまち行田」活性化推進協議会事務局（商工観光課内）

　【FAX】553―5063
　【Eメール】kanko@city.gyoda.lg.jp
▶ 問い合わせ　同協議会事務局(商工観光課内・内線
375)

市内で起業される方を支援します
　起業家の育成を通じた就業機会の確保や空き店舗などの有効活用を目的とした助成金を受け付けています。昨年度
からは助成対象の建物に日本遺産構成資産（主に蔵）を加え、今年度からは本市の特産品を活用した起業に対して支援
を拡充しています。
　起業を検討されている方は、本制度をぜひご活用ください。また、空き店舗や空き蔵を所有されている方は、建物
の活用についてもぜひご検討ください。

▶ その他　・ 助成対象者は市内の空き店舗などを利用して、新たに事業を起こす法人・個人です。なお、加盟小売店
や既に事業を営んでいる方の事業拡張は、本制度の対象にはなりません。

　　　　　・年度途中でも予算に達した場合は、受け付けを終了します。
▶ 申し込み・問い合わせ　商工観光課商工振興担当（内線383）

助成対象事業 助成対象経費 助成率 助成限度額

空き店舗等家賃助成事業
空き店舗などの月額賃借料（消費税、
敷金、礼金などを除く）。助成期間
は、事業開始月を含めた36カ月以内。

2分の1 １カ月当たり50,000円

空き店舗等改修助成事業
空き店舗など建物本体の当初の改修費
（消費税を除く）。
※改修費は市内業者による施工が対象

2分の1 〇事務所、店舗：500,000円
〇日本遺産構成資産：5,000,000円

特産振興助成事業
※ 売上見込みの50パーセント以上が特産品（行田市産農産
物、フライ、ゼリーフライ、奈良漬、足袋、藍染め）活用
商品であり、かつ、本市の魅力を発信する事業のこと。

空き店舗など建物本体の当初の改修費
（消費税を除く）。
※改修費は市内業者による施工が対象

3分の2 事務所、店舗：1,000,000円
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談相種各 （6月15日～7月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

6月25日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

7月11日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室

6月17日㈪　
午後1時30分～ 3時30分

7月8日㈪　

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 7月10日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 7月10日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課
（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 6月25日㈫、7月9日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
5月19日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）
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さしあげます

ゆずってください

▷いす　▷梅酒瓶　▷子ども用机　▷パン切り包丁　
▷赤ちゃん用抱っこひも　▷タンス　▷姿見（いす
付）　▷テーブル　▷棚　▷大人用自転車　▷エア
コン　▷ペット用サークル　▷蛍光灯

▷ブルーレイレコーダー　▷掃除機　▷高齢者用押
し車　▷大人用自転車　▷ロックミシン　▷タープ
▷乾燥機　▷空気清浄機　▷ピアノ用イス

不
用
品
情
報（
無
料
）

回 期　日 作家名など 学習内容（作品）

１ 7月3日㈬ 森鴎外 「舞姫」「阿部一族」「山椒大夫」

２ 8月7日㈬ アガサ・
クリスティ

「そして誰もいなくなった」
「オリエント急行殺人事件」
「鏡は横にひび割れて」

３ 9月4日㈬ 行田市ゆかり
の作家

市制施行70周年記念講座
和田竜「のぼうの城」
池井戸潤「陸王」
田山花袋「田舎教師」など

４ 10月2日㈬ 西加奈子 「きいろいゾウ」「サラバ！」
「ふくわらい」

５ 11月6日㈬ 東野圭吾 「容疑者Xの献身」「白夜行」
「探偵ガリレオ」

納期のお知らせ（6月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・1期

納期限　7月1日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口
座振替をご利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

特別徴収（年金からあらかじめ差し引かれる方）
6月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③後期高齢者医療保険料
④介護保険料
▶問い合わせ　①税務課市民税担当(内線231)
　　　　　　　②保険年金課国保担当(内線271)
　　　　　　　③保険年金課医療担当(内線227)
　　　　　　　④ 高齢者福祉課介護保険担当(内線

277)

文学講座の受講生を募集します

▶時　　間　午後1時30分～ 3時
▶場　　所　中央公民館第1学習室　
　　　　　　※第3回は「みらい」文化ホール
▶内　　容　 作品の背景、作家の生涯などについて学ぶ
▶講　　師　誉田龍一さん(日本推理作家協会会員)
▶定　　員　60人(先着順)※第3回は500人(先着順)
▶費　　用　無料
▶申し込み・ 問い合わせ　6月12日㈬午前9時から直

接同館(電話受け付けは午前10時から)☎
556―2649

　　　　　　※ 第3回のみ受講を希望する場合は申し込
み不要

※ パソコンはウィンドウズ10（ワード2019、エクセル
2019）です。

▶講習時間　【午前】午前9時～正午　　
　　　　　　【午後】午後1時30分～ 4時30分
▶場　　所　中央公民館PC研修室　
▶定　　員　各コース15人(先着順)
　　　　　　※市内在住・在学・在勤の方を優先
▶受 講 費　テキスト代相当
▶そ の 他　1人2コースまで受講可
▶申し込み　 6月22日㈯午前10時から直接「みらい」文化

ホール。なお、定員に満たなかった場合は、
午後1時から電話でも受け付けます。

▶問い合わせ　同館☎556―2649

パソコン講習会の受講生を募集します
コース 期　間 時間帯

１ 初めてのパソコン(これから
パソコンを始める方) 7月23日㈫～26日㈮ 午前

２ ワード初級(入門コース) 8月27日㈫～30日㈮ 午後

３ ワード中級(初級より少し上
のレベル) 10月8日㈫～11日㈮ 午前

４ エクセル初級(入門コース) 9月10日㈫～13日㈮ 午前

５ エクセル中級(初級より少し
上のレベル) 11月26日㈫～29日㈮ 午後

６ 応用編(年賀状作成) 12月3日㈫～6日㈮ 午後

第26回市民祭  行田浮き城まつり
イベント参加者を募集します

賞金総額10万円をゲット！浮き城だんべ踊り  踊り連
▶日　　時　7月28日㈰午後7時～ 8時(予定)
▶参 加 費　1人100円
▶特　　典　踊りコンテスト優秀連に賞金総額10万円
▶説 明 会　 6月22日㈯午後6時30分から商工セン

ター 403研修室で開催します。

フリーマーケット出店者
▶日　　時　7月27日㈯午後4時～ 8時30分
▶出 店 料
　【家庭の不用品の出店】500円(間口2ｍ×奥行1.8ｍ)
　【飲食での出店】3,000円(間口4ｍ×奥行1.8ｍ)
　【車での出店】3,000円(間口4ｍ×奥行1.8ｍ)
　※中止の場合も返金できません。
▶募集出店数　50店
▶説 明 会　 6月21日㈮午後6時30分から商工セン

ター 403研修室で開催します。

だんべ踊り、フリーマーケットいずれも
▶申し込み　 説明会の日に配布する申込用紙に必要事

項を記入の上、7月12日㈮午後7時～
8時に直接商工センター 404研修室に
提出してください。

ステージ出演者
▶日　　時　7月27日㈯ 午後4時～ 9時
　　　　　  ・28日㈰午後4時～ 5時
▶場　　所　まつり会場中央ステージ
▶参 加 費　無料
▶説 明 会　 6月21日㈮午後7時30分から商工セン

ター 403研修室で開催します。
　　　　　　※ 説明会欠席の場合、祭り当日ステージ

の時間の制限があるため、お受けでき
ない場合があります。

　なお、この他祭り当日のボランティアも募集していま
すので、興味のある方はお気軽に問い合わせください。

▶問い合わせ　 行田浮き城まつり実行委員会事務局
　　　　　　 松井☎080―3150―7282
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

22

休日急患診療

23

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センタ―　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

期　日 医療機関名 電話番号

6月16日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

6月23日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

6月30日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

7月 7日（日)) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

7月14日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

7月15日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 6月19日㈬午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食(中期)教室（要申し込み）
日　　時　 6月18日㈫午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　7月8日㈪午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など　
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康
　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。

#7119 (365日24時間対応)

1月24日から
喫煙する際の配慮義務
・ できるだけ周囲に人がいない場所で喫煙するよう配
慮する
・ 子どもや病気の方など特に配慮が必要な人が集まる
場所や近くにいる場所などでは喫煙をしないよう配
慮する
・ 子どもをはじめたばこを吸わない人たちの近くでの
喫煙や、子どもや妊婦のいる車内での喫煙はやめる 
など

7月1日から
敷地内禁煙になる施設
　 学校、児童福祉施設、病院、診療所、行政機関の庁
舎など

令和2年4月1日から
原則屋内禁煙になる施設
　上記以外の施設(喫煙を目的とする施設を除く)

受動喫煙防止対策が強化されます

　歯は、食べることを通じて健康づくりに重要な役割
を果たすとともに、生活全般を楽しむためにとても大
切なものです。長年にわたり健康な歯を維持している
方を対象に「8020よい歯のコンクール」を開催します。

日　　時　7月11日㈭午前9時～ 10時30分
場　　所　保健センター
対　　象　・平成31年4月1日現在で80歳以上の方
　　　　　・ 自分の歯が20本以上(治療済みも可)あ

り、健康な方
　　　　　・今までに当コンクールで表彰経験のない方
主　　催　北埼玉歯科医師会
申し込み　6月28日㈮までに電話で同センター

8020よい歯のコンクール

　望まない受動喫煙の防止を図るため、「健康増進法の一部を改正する法律」が平成30年7月25日に交付され、
令和2年4月1日までに施設区分に応じた敷地内禁煙や屋内禁煙などの受動喫煙対策が段階的に施行されます。

たばこの煙が及ぼす健康問題
　たばこの害は喫煙者本人だけではありません。たば
この煙は、がん、心臓病、脳卒中、肺気腫、喘息、歯
周病など、多くの疾病の発症に関係していることが指
摘されています。また、流産、早産、低出生体重児な
どの発症率が上昇することや、乳幼児突然死症候群と
も関連があると報告されています。望まない受動喫煙
を避けるために、自らが喫煙場所に近づかないように
することも必要です。また、喫煙開始年齢が低いほど
健康への悪影響が大きく現れるという問題もあります。

あなたの禁煙チャレンジを応援します
　市では、医療機関が行う禁煙外来治療に係る費用の
一部を助成する「禁煙チャレンジ応援プラン助成金」を
実施しています。医療機関の受診前に保健センターへ
の申請が必要です。詳細は保健センターへ問い合わせ
ください。

行田ナチュラリストネットワーク
みんな　チカラの

～市民公益活動団体紹介～㉚
発足　平成6年5月

会員数　14人

活動の目的　行田らしい自然を未来へ

活動内容　行田市の自然に関する調査・研究を基礎とし、生態の保護・普及や編集・出版活動も行っています。
（ウォーキング自然観察会、前玉神社ふるさとの森整備、草木の保護観察、マップ・小冊子作製 他）

主な活動場所　市内全域

市民の皆さんへ　「行田ナチュラリストネットワーク」は、行田の自然を守りたいという思いから発足しま
した。前玉神社ふるさとの森や旧忍川沿いは、今でも古代からの貴重な植物が残っています。このような
価値のある自然を、森の手入れや自然観察会を行う中
で、多くの子供たちに知らせたいと思います。また近
年問題となっている外来種の害虫であるクビアカツヤ
カミキリの駆除活動にも力を入れており、被害を最小
限にし、美しい桜並木を守りたいものです。そして、
子供たちがさまざまな経験を通して大人になったとき
に、再び自然に興味を持って活動をつないでいってく
れたらうれしいです。

前玉神社ふるさとの森の手入れ準備をする会員の皆さん
【代表】 橋本 恭一 【電話番号】 553―3113
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　6月3日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪、　
　　　　　7月1日㈪・2日㈫・8日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ ほねほねザウルス　20　ぐるーぷ・アンモナイツ
／作・絵
・ カモフラージュ　松井玲奈／著　
・ 作家の人たち　倉知淳／著
・ すべては救済のために　デニ・ムクウェゲ／著
・ ねえさんといもうと　シャーロット・ゾロトウ／文
・ THE TEAM 5つの法則　麻野耕司／著

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ ふるさとに生きる
・となりのトトロ
・ ハチミツとクロー
バー

＜CD＞
・ 東京五輪音頭－2020－
　 (竹原ピストル、加山雄三、
石川さゆり)

・ ピアノ名曲集(シプリア
ン・カツァリス他)
・ メモリアル・ベスト
　(坂本九)

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

6月16日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなし
のへや

6月22日㈯午前11時 おはなしタンバリン

7月6日㈯午後2時 おはなしの会

7月13日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
6月12日㈬・19日㈬、
7月10日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 7月7日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 6月15日㈯
午後3時３０分

絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 6月16日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 7月14日㈰午後2時 うっかりペネロペ
ひとりでできるよ編 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 6月23日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

ふたりの旅路
(邦画：99分)
出演：桃井かおり、
イッセー尾形 他

大人を対象として
いますが、どなた
でも鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員
 「みらい」
　映像
　ホール

2425

今月のおすすめDVD・CD

課題図書の予約・貸出について
　夏休みは課題図書の利用が多くなります。より多く
の方に利用していただくため、次の期間は、市内在住
の児童・生徒の予約・貸出を優先します。なお、期間
終了後は通常どおりとなります。

▶期　　間　7月3日㈬～ 8月16日㈮
▶対象図書　 第65回青少年読書感想文全国コンクー

ル課題図書
▶貸出期間　1週間
▶貸出冊数　予約・貸出ともに一人2冊まで　　　　
▶そ の 他　 利用の際は児童・生徒本人の利用カード

をお持ちください。予約が集中した場合、
夏休み期間中に利用できないことがあり
ます。

Théǎtre Vert を開催します
　旧忍町信用組合店舗を活用したヴェールカフェで、音
楽や芸術文化を楽しむイベント「Théǎtre Vert」を毎月
開催しています。2回目となる今回は、「ラウナ・アロハ」
の皆さんによるフラダンスです。美しいダンスで一足早
い“夏”を感じてみませんか。

▶日　　時　6月22日㈯午後2時～ 3時
▶場　　所　Vert Café店舗前
▶曲　　目　 「みあげてごらん夜の星を」、「ブルーハワ

イ」、「涙そうそう」他
▶出　　演　 ラウナ・アロハ（行田市文化団体連合会行

田市フラダンス連盟加盟団体）
▶そ の 他　申し込み不要。雨天時は店舗内で実施。
▶問い合わせ　ひとつくり支援課☎556―8319

市制施行70周年記念
バリアフリー映画会

　バリアフリー映画とは、音
声ガイドと字幕が付き、視
覚や聴覚に障がいのある方
をはじめ、全ての人が楽し
める映画です(案内時、手話
通訳あり)。ライブ音声ガイ
ドを佐々木亜希子さん(活動
弁士、NPO法人Bmap理事
長)が行います。

▶日　　時　 6月15日㈯午後1時30分開演(午後1時
10分開場)

▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶題　　名　「最強のふたり」(上映時間113分)
▶内　　容　 事故で全身麻

ま ひ
痺となり車いす生活を送る富

豪フィリップは、介護士面接にやってきた
黒人青年ドリスに興味を持つ。異文化2人
の生活は衝突し続けるが、やがてユーモア
に富んだ最強の友情が生まれ始める。

▶定　　員　50人(先着順)
▶入 場 料　無料
▶問い合わせ　同館☎556―4227

佐々木  亜希子さん

テアトル　　　ヴェール

第5回  図書館まつりを開催します
☆今年も家族みんなで楽しもう☆

日時　6月15日㈯　
　　　午前10時～午後４時

場所　図書館（「みらい」内と
　　　屋外でも一部実施）

①図書リサイクル市　午前10時～午後4時
　不要になった雑誌を1冊50円で販売します。

② 図書館ぐるっと探検　午前10時30分・午後3時
　 普段入ることのできない秘密の本棚にご案内
します。

③市制施行70周年記念バリアフリー映画会　
　午後1時30分
　「最強のふたり」(上映時間113分)
　 活動弁士として活躍中の佐々木亜希子さんに
よる音声ガイドでお楽しみください。※詳し
くは25ページをご覧ください

④大人のためのミニ朗読会　午前10時30分
　 毎年好評の「大人のための朗読会」の特別編を
実施します。耳から聴く本の楽しさを味わい
ませんか。

⑤こっこおはなし会　午後3時30分
　 幼児・小学生を対象に楽しいおはなし会を行
います。

⑥移動図書館車「よしきり号」の見学　
　午前10時～午後4時（雨天中止） 
　 図書だけではなく、「よしきり号」の魅力もじっ
くりご覧ください。

⑦ 折り紙のへや　午前10時～正午
　 折り紙でいろいろな作品を作りましょう。

※ これらの他にも懐かしい行田の映像の放映（談話コー
ナーにて）、イベントを巡るスタンプラリー（スタン
プを集めるとプレゼントあり※無くなり次第終了）
を行います。各イベントの詳細は館内掲示や同館ホー
ムページをご覧ください。
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　4月19日、行田グリーンアリーナを会場に「市制施行70周
年・体育協会創立70周年記念 大相撲行田場所」が行われま
した。
　本市では20年ぶりとなる大相撲行田場所の開催とあっ
て、大勢の人が詰め掛けました。間近で見る力士の迫力
のある取り組みの他、禁じ手や珍しい決まり手を紹介した
「初
しょっきり

切」や力士が歌う「相撲甚
じん

句
く

」も行われ、会場は熱気と笑
いに包まれていました。

　4月24日、長野地区にある畑でレンゲ祭りが開催され、
東小学校3年生66人の児童らが参加しました。
　これは、花や虫などの生き物に直接触れて自然に慣れ親
しんでもらおうと毎年行われているもの。子供たちはレン
ゲ畑で花飾りや草笛を作り、先生やクラスメートに自慢げに
披露していました。レンゲに囲まれ、元気に遊ぶ子供たち
の笑い声が辺り一帯に響いていました。

　5月13日、産業文化会館前で、春の全国交通安全運動出
発式が行われました。
　市内で交通事故が多発していることから、行田警察署長
らが参加者へ交通安全の徹底を訴えました。式典後、交通
安全の横断幕を掲げ郷土博物館までパレードをしながら、
歩行者やドライバーに交通ルールの順守と交通事故防止へ
の意識の高揚を呼び掛けました。

　4月23日、酒巻導水路で行田さくらロータリークラブによる
「酒巻導水路さくら並木延伸さくら植樹」が行われました。
　整備された酒巻導水路沿いの歩道に、同クラブメンバーと
地元住民らが高さ2メートルほどのコヒガンザクラの苗木を
15本植樹しました。会長の時田忠彦さんは「市内に桜の名
所が増えるよう、今後も桜の植樹を行い、保全活動に取り組
んでいきたい」と意気込みを語っていました。

　5月6日、古代蓮の里でホタルの幼虫の放流会が開催され、
親子連れなど83人が参加しました。
　ヘイケボタルの幼虫は古代蓮の里ホタルの会が毎年、卵か
ら孵

ふ

化
か

させたもので、今年は約5,000匹を人工保育したとのこ
と。同会は参加者へ幼虫から成虫になるまでの過程を分りや
すく、紙芝居で説明。その後、幼虫の入った紙コップを手渡さ
れた親子は、成虫になって川をきれいな光で照らしてくれるよ
う再会を願いながらホタルの川へと放流しました。

　4月28日、「陸王杯第35回行田市鉄剣マラソン大会」が
開催されました。
　ハーフ、10キロメートル、5キロメートルなど6部門27
種目に市内外から3,830人が出場しました。古代蓮の里
を出発したランナーは沿道からの声援を背に受け力走。
春の陽気を楽しみながらさきたま古墳など新緑の中を駆
け抜けました。

　5月5日、古代蓮の里で（公財）行田市産業・文化・スポーツい
きいき財団と「さきたま彩花」道の会によるツリークライミング
体験会が開催され、64人が参加しました。
　専用のロープやサドル（安全帯）、安全保護具を利用して木
に登り、自然との一体感を味わうツリークライミング。参加者
はインストラクターから登るときのコツや注意点を聞いた後、
クスノキに設置されたお菓子が入った籠を目指しました。初
めて挑戦する人も多く、最初は少し緊張した様子でしたが、次
第に慣れてくると器用にロープを伝って登っていました。

　4月20・21日の2日間、NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネット
ワークによる第15回ぎょうだ蔵めぐりまちあるきが開催さ
れました。
　市内に点在する23の蔵や趣のある建物を巡るこのイベ
ントに市内外から多くの方が参加し、スタンプラリーマップ
を片手にまちあるきを楽しみました。当日は、イサミコーポ
レーションスクール工場内で市内の足袋業者による「足袋
屋横丁」も同時開催。参加者は実際に足袋を履き、その履
き心地の快適さを実感していました。また、足袋とくらしの
博物館では足袋職人から足袋の文化や作り方などの説明
があり、とても興味深く聞いていました。

レンゲ畑で遊びながら
自然に親しむ

みんなで守ろう交通安全

酒巻導水路沿いの歩道に
桜を植樹

ホタルの川での再会を願って

新緑の中を力走

自然と一体感を味わいながら
木登り体験

蔵や趣のある建物の
魅力に触れる

20年ぶりの
大相撲行田場所に熱狂

GYODA CITY 写真館写真館
P H O T O N E W S
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▼
日
時
　
6
月
7
日
㈮
〜
9
日
㈰
午

後
7
時
30
分
〜
9
時　
▼
場
所
　
古

代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
川　

▼
内
容
　

古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会
の
会
員

が
、
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
様
子
な
ど

を
案
内
・
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
午

後
6
時
30
分
か
ら
古
代
蓮
会
館
前
の

広
場
で
琴
と
尺
八
の
演
奏
会
を
行
い

ま
す
。　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の
里
ホ

タ
ル
の
会　
▼
注
意
　
ホ
タ
ル
は
人

工
の
光
を
嫌
う
た
め
、
カ
メ
ラ
や
懐

中
電
灯
の
光
を
向
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ホ
タ
ル
を
捕
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
駐

車
場
は
、
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　
▼
そ
の
他
　
鑑
賞
会
以

外
の
日
で
も
、
6
月
末
ま
で
晴
れ
た

風
の
な
い
日
の
午
後
7
時
30
分
か
ら

9
時
ご
ろ
ま
で
、
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　
▼
問
　
都
市
計

画
課
公
園
担
当
（
内
線
５
６
０
３
）

イ
ベ
ン
ト

ホ
タ
ル
鑑
賞
会

▼
日
時
　
7
月
7
日
㈰
午
前
7
時
〜

午
後
1
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里　

▼
内
容
　
蓮
粥
・
蓮
餅
・
蓮
茶
の
無

料
試
食
、
金
魚
す
く
い
、
風
船
釣

り
、
昔
の
子
ど
も
の
遊
び
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
太

鼓
・
大
正
琴
・
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
新
行
田

音
頭
、
古
代
蓮
音
頭
、
各
種
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
な
ど　

▼
主
催
　
行
田

蓮
ま
つ
り
実
行
委
員
会　
▼
申
・
問
　

同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
太
田
公
民

館
内
）
☎
５
５
９
―
４
２
９
９

　
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
市
町

村
職
員
採
用
試
験
な
ど
を
受
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
埼
玉
県
内

市
町
村
職
員
採
用
合
同
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー
ス

で
、
市
町
村
の
特
色
や
仕
事
の
内

容
、
職
員
の
募
集
内
容
、
勤
務
条
件

な
ど
、
気
に
な
る
市
町
村
の
人
事
担

当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

第
22
回
行
田
蓮
ま
つ
り

埼
玉
県
内
市
町
村

職
員
採
用
合
同
説
明
会

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
市
は
専
用

ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
4
日
㈭
午
後
1
時

〜
6
時
（
入
場
は
午
後
5
時
ま
で
）　

▼
場
所
　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
8
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の

他
　
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由　
▼

問
　
同
広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町

村
職
員
担
当
☎
０
４
８
―
６
６
４
―

６
６
８
１

▼
日
時
　
7
月
13
日
㈯
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容
　
に
ほ
ん
の
う
た
、
六
つ
の

子
守
歌
他　

▼
指
揮
　
新
井
康
之　

▼
ピ
ア
ノ
　
宮
本
廣
子　
▼
入
場
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
合
唱
連
盟　
▼
問
　
同

団
長
波
多
野
☎
０
９
０
―
４
８
３
０

―
１
９
０
３

▼
日
時
　
7
月
6
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
内
容
　
本
物
の

サ
サ
で
自
分
の
七
夕
飾
り
を
作
っ
た

り
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
47
回
定
期
演
奏
会

七
夕
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う

す
。　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
の
り
、

お
て
ふ
き
、
サ
イ
ン
ペ
ン　
▼
そ
の

他
　
未
就
学
児
が
参
加
す
る
場
合

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。　
▼
申
・

問
　
6
月
29
日
㈯
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―

５
７
０
６
（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

30
分
）

▼
日
時
　
6
月
19
日
㈬
〜
24
日
㈪
午

前
10
時
〜
午
後
7
時
（
24
日
は
午
後

4
時
ま
で
）
▼
場
所
　
八
木
橋
百

貨
店
8
階
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊

谷
市
仲
町
74
）　
▼
内
容
　
昭
和
と

平
成
の
時
代
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

示
、
真
空
管
ア
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プ
に
よ
る
懐
か
し

の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞　
▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
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６
０

▼
日
時
　
６
月
16
日
㈰
午
後
２
時

開
演
（
午
後
１
時
開
場
）　
▼
場
所
　

昭
和
・
平
成
展

ポ
ス
タ
ー
雑
誌
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
に
観
る

バ
レ
エ
ス
ク
ー
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研
究
発
表
会

産
業
文
化
会
館
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ー
ル　

▼
内
容
　

眠
り
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森
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美
女
三
幕
／
バ
レ
エ
・

コ
ン
サ
ー
ト　
▼
出
演
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口
陽
子

バ
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エ
ス
ク
ー
ル
生
徒　
▼
入
場
無

料
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田
市
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行
田
市
教

育
委
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問
　
山
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子
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ー
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☎
５
５
４
―
９
０
４
５

▼
日
時
　
6
月
8
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時　
▼
場
所
　
忍
城
址

※
雨
天
時
は
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
戦
国
時
代
に
忍
城
を
守
り

抜
い
た
成
田
軍
総
大
将
の
生
息
を
祝

い
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
、
ち
ょ
ん
髷
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど　
▼
出
演
　
忍
城
お

も
て
な
し
甲
冑
隊
、
彩
光
戦
士
サ
イ

セ
イ
バ
ー
、
埼
玉
戦
士
さ
い
た
ぁ
マ

ン
他　
▼
主
催
　
行
田
市
観
光
協
会　

▼
問
　
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
事

務
局
☎
５
５
０
―
１
１
７
０

大
将
ま
つ
り

〜
成
田
長
親　
忍
城
城
代
就
任

 

４
２
９
周
年
記
念
〜

　
市
内
で
活
躍
す
る
人
を
独
自
に
取
材
し
、
自
主
制
作

し
た
動
画
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
る
の
が
、
持
田
に
お

住
ま
い
の
富
田
浩
史
さ
ん
で
す
。

　
徳
島
県
徳
島
市
で
生
ま
れ
た
富
田
さ
ん
は
、
昭
和
42

年
に
都
内
の
百
貨
店
に
就
職
す
る
た
め
上
京
。
そ
の
後

昭
和
50
年
に
行
田
市
に
移
住
し
、
以
来
60
歳
の
定
年
ま

で
家
族
の
た
め
に
仕
事
に
没
頭
す
る
毎
日
で
し
た
。
そ

ん
な
家
族
思
い
の
富
田
さ
ん
は
63
歳
の
頃
、
高
齢
の
母

と
の
思
い
出
を
映
像
で
残
し
て
お
き
た
い
と
考
え
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
操

作
が
分
か
ら
ず
数
年
間
出
番
の
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
定
年
後
に
通
っ
た
県
の
「
彩
の

国
い
き
が
い
大
学
」
で
共
に
学
ん
だ
同
級
生
の
勧
め
で

「
シ
ネ
・
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
熊
谷
」
に
入
会
。
そ
こ
で
富

田
さ
ん
と
同
年
代
の
メ
ン
バ
ー
や
講
師
か
ら
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
操
作
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
動
画
の
編
集
方

法
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
23
年
、
当

時
同
居
し
て
い
た
母
の
様
子
を
故
郷
の
徳
島
に
い
る
親

戚
に
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
い
う
形
で
届
け
る
た
め
、
本
格

的
に
動
画
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
富
田
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
10
分
程
度
の

作
品
を
制
作
し
、
毎
年
シ
ネ
・
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
熊
谷

が
主
催
す
る
映
写
会
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て
お

り
、
近
頃
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
市
内
在
住

の
方
を
取
材
し
紹
介
す
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
こ

と
を
、
映
像
を
通
し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
何
度
も
会
っ
て
話
を
伺
い
、
そ
の
方

の
人
柄
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
動

画
制
作
へ
の
こ
だ
わ
り
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、「
作
品

の
取
材
を
兼
ね
て
妻
と
旅
行
な
ど
に
出
掛
け
た
り
す
る

の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
話
す
富
田

さ
ん
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
取
材
を
含
め
、
編
集
な
ど
動

画
制
作
に
は
妻
・
弘
美
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
そ

う
で
「
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
て
い
る
妻
の
お
か
げ
で
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
口
に
し
ま
す
。

　
今
年
も
10
月
20
日
に
熊
谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
シ
ネ
・
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
熊
谷
の
公
開
映
写

会
へ
の
出
品
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
の
制
作
が

大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
出
演
し
て
く
れ

た
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
に
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
映
像
を
見
た
人
が
元
気
に
な
る
よ
う

な
も
の
を
作
り
た
い
」
と
語
る
優
し
く
家
族
思
い
の
富

田
さ
ん
の
映
像
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
々
に
親
し
ま
れ
喜
ば
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
内
で
活
躍
す
る
人
を
映
像
で
紹
介

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

富
田 

浩こ
う

史じ 

さ
ん
（
持
田
・
76
歳
）
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▼
日
時
　
7
月
7
日
～
8
月
18
日

の
毎
週
日
曜
日
（
全
7
回
）
午
前
7

時
～
9
時　
▼
場
所
　
総
合
公
園
庭

球
場　
▼
講
師
　
日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員　
▼
対
象
　
初

心
者
、
初
級
者
、
中
級
者　

▼
定

員
　
60
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

3
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）　
▼
主

催
　
行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
そ

の
他
　
貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
あ
り
、

シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意　

▼
申
　

6
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯
午
後
1
時
～

3
時
に
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」

会
議
室
※
代
理
申
し
込
み
可
。
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
、
テ
ニ

ス
歴
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え
る

こ
と
。　
▼
申
　
普
及
委
員
長
遠
藤

☎
０
９
０
―
７
８
１
４
―
８
３
２
７

▼
日
時
　
7
月
7
日
㈰
午
後
1
時　

▼
場
所
　
泉
小
学
校
体
育
館　
▼
内

容
　
行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
協
会
公
認
指
導
員
に
よ
る
基
本

動
作
お
よ
び
呼
吸
法
の
指
導　
▼
対

象
　
小
学
1
年
生
以
上　
▼
参
加
無

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
体
験
会

料
　
▼
持
ち
物
　
か
か
と
の
あ
る
上

履
き　
▼
そ
の
他
　
用
具
は
用
意
し

ま
す
。
軽
い
体
操
の
で
き
る
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　

同
協
会
梁
瀬
☎
５
５
６
―
０
１
３
６

▼
日
時
　
6
月
30
日
㈰
午
前
9
時
30

分
（
午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け
）
※

雨
天
の
場
合
は
7
月
7
日
㈰　
▼
場

所
　
総
合
公
園
庭
球
場　

▼
種
目
　

一
般
男
子
、
一
般
女
子　
▼
試
合
方

式
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式　
▼
参
加

費
　
1
ペ
ア
【
一
般
】
1
千
５
０
０

円
【
中
学
・
高
校
生
】
1
千
円
※
大

会
当
日
徴
収　
▼
申
　
行
田
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
6

月
16
日
㈰
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
提
出
【
Ｅ
メ
ー
ル
】info@
gyoda-sta.m

ain.jp　

▼
問
　
同

連
盟
大
西
☎
０
８
０
―
５
４
９
２
―

２
２
３
９

▼
日
時
　
6
月
19
日
㈬
午
前
11
時
15

分
～
午
後
4
時
30
分
（
受
け
付
け
は

第
46
回
市
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

相
　
　
談

1
日
合
同
行
政
相
談
所

▼
日
時
　
6
月
30
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館

第
1
学
習
室　
▼
内
容
　
行
田
市
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
名
誉
市
民
大

澤
龍
次
郎
氏
の
功
績
と
人
柄
、
小
・

中
学
生
の
こ
ろ
同
氏
と
手
紙
の
や
り

と
り
を
し
た
こ
と
な
ど
話
し
ま
す
。　

▼
講
師
　
江
利
川
毅
さ
ん
（
公
益
財

団
法
人
医
療
科
学
研
究
所
理
事
長
）　

▼
定
員
　
90
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
主
催
　
公
益
財
団
法
人

忍
郷
友
会
忍
歴
史
塾　
▼
問
　
同
会

事
務
局
☎
５
５
６
―
９
０
０
０

▼
日
時
　
7
月
18
日
㈭
午
後
1
時

30
分
（
午
後
1
時
か
ら
受
け
付
け
）　

▼
場
所
　
羽
生
市
民
プ
ラ
ザ　
（
羽

生
市
中
央
3
―
7
―
5
）　
▼
内
容
　

【
第
1
部
】
早
川
良
佳
さ
ん
（
中
小

企
業
診
断
士
）
に
よ
る
創
業
支
援
講

演
会
「
創
業
の
ス
テ
ッ
プ
を
見
え
る

化
す
る
」　
【
第
2
部
】
平
成
30
年
度

創
業
者
（
行
田
市
地
区
、
南
河
原

地
区
、
加
須
市
地
区
、
羽
生
市
地

区
）
に
よ
る
講
話　
【
第
3
部
】
各

市
（
行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市
）

郷
土
の
歴
史
講
演
会

「
郷
土
の
偉
人

�

大
澤
龍
次
郎
翁
と
の
思
い
出
」

広
域
連
携
　
創
業
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
交
流
会

午
前
11
時
～
午
後
4
時
）　
▼
場
所
　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
羽
生
1
階
西
コ
ー
ト

（
羽
生
市
川
崎
2
―
２
８
１
―
3
）　

▼
内
容
　
国
・
県
・
市
の
行
政
に
関

す
る
相
談
や
、
登
記
、
相
続
、
遺

言
、
税
金
、
年
金
な
ど
に
関
す
る
相

談
に
対
し
、
法
務
局
、
労
働
局
、
整

備
局
、
日
本
年
金
機
構
、
埼
玉
県
、

行
田
市
、
羽
生
市
、
加
須
市
お
よ
び

各
士
業
団
体
ら
が
応
じ
ま
す
。
※
秘

密
厳
守　
▼
対
象
　
行
田
市
・
羽
生

市
・
加
須
市
在
住
の
方　
▼
参
加
無

料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具　
▼
主

催
　
総
務
省
関
東
管
区
行
政
評
価
局　

▼
問
　
同
局
行
政
相
談
課
☎
０
４
８

―
６
０
０
―
２
３
１
１

▼
日
時
　
7
月
24
日
㈬
午
後
1
時

〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
行
田
商
工

会
議
所
会
議
室
（
忍
２
―
１
―
８
商

工
セ
ン
タ
ー
３
階
）　
▼
内
容
　
埼
玉

県
行
政
書
士
会
埼
北
支
部
の
行
政

書
士
が
契
約
書
の
作
成
方
法
や
法
務

チ
ェッ
ク
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
。　

▼
そ
の
他
　
創
業
、
相
続
、
契
約
書
、

事
業
運
営
、
示
談
書
、
内
容
証
明
、

建
設
業
・
農
地
転
用
・
飲
食
店
な
ど

の
許
認
可
申
請
の
相
談
に
も
応
じ
る
。　

▼
申
・
問
　
電
話
で
行
政
書
士
星
山

信
明
事
務
所
☎
５
８
０
―
７
１
３
１

契
約
書
お
悩
み
無
料
相
談
会

▼
日
時
　
7
月
27
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
1
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
調
理
室　
▼
講
師
　
宮
川

た
ま
枝
さ
ん
（
デ
コ
巻
き
寿
司
マ
イ

ス
タ
ー
認
定
講
師
）　
▼
対
象
　
市
内

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　
▼
定
員
　

親
子
10
組
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

1
組
1
千
円　
▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
食
品
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル

ム
（
大
）、
ス
リ
ッ
パ
ま
た
は
上
履
き　

▼
そ
の
他
　
ひ
と
と
き
保
育
の
申
し

込
み
（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
）
は

7
月
5
日
㈮
ま
で　
▼
申
・
問
　
6

月
15
日
㈯
～
7
月
12
日
㈮
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎

５
５
６
―
９
３
０
１
※
月
曜
日
休
館

▼
日
時
　
7
月
20
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内

容
　
家
族
み
ん
な
で
短
歌
の
作
り
方

を
楽
し
く
学
ぶ
。　
▼
定
員
　
20
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持

ち
物
　
筆
記
用
具　
▼
主
催
　
家
庭

講
座
・
講
演
・
教
室

親
子
料
理
講
座

「
デ
コ
巻
き
寿
司
づ
く
り
」

家
族
短
歌
教
室

に
よ
る
創
業
支
援
に
伴
う
取
り
組
み

の
説
明
お
よ
び
日
本
政
策
金
融
公
庫

に
よ
る
創
業
融
資
説
明　
【
第
4
部
】

平
成
30
年
度
創
業
者
お
よ
び
創
業
希

望
者
の
交
流
会　

▼
定
員
　
40
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
申

・
問
　
7
月
9
日
㈫
ま
で
に
行
田
商

工
会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
6
月
29
日
～
7
月
20
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
0
時

50
分
～
2
時
20
分　
▼
場
所
　
立
正

大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
1
階
Ａ
１
０
１
教
室　
▼
内

容
　
同
大
学
の
各
学
部
講
師
ら
に
よ

る
授
業　
▼
定
員
　
３
０
０
人　
▼
参

加
無
料
　
▼
申
　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
、

封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
、
6
月
21
日
㈮
ま
で

に
立
正
大
学
研
究
推
進
・
地
域
連
携

課
公
開
講
座
係
【
郵
送
】
〒
３
６
０

―
０
１
９
４　
熊
谷
市
万
吉
１
７
０
０

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
３
９
―
１
４
９
３
【
Ｅ

メ
ー
ル
】k-koza@

ris.ac.jp

※
郵

便
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効　
▼
問
　

同
大
学
研
究
推
進
・
地
域
連
携
課
公

開
講
座
係
☎
５
３
６
―
６
０
１
９

令
和
元
年
度

立
正
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　
今
年
も
蓮
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ

古
代
蓮
の
里
の
〝
蓮
〟
を
題
材
に
し

た
「
蓮
ま
つ
り
俳
句
・
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
　
6
月
17
日
㈪
～
7
月
19
日

㈮　
▼
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
古
代

蓮
の
里
園
内
2
カ
所
お
よ
び
古
代
蓮

会
館　

▼
応
募
方
法
　〈
俳
句
〉
1

人
に
つ
き
2
句
ま
で
。
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
古
代
蓮
の
里

園
内
2
カ
所
ま
た
は
古
代
蓮
会
館
内

の
投
句
箱
に
投と
う
か
ん函
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
写
真
〉
1
人
に
つ
き
1
点
ま
で
。

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
4
ツ
切
、
ワ
イ
ド

4
ツ
切
、
Ａ
4
の
い
ず
れ
か
の
サ
イ

ズ
で
応
募
用
紙
を
添
付
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１

―
８
６
０
１　

行
田
市
本
丸
2
―

5　
行
田
市
観
光
協
会
（
行
田
市
役

所
商
工
観
光
課
内
）　
▼
発
表
　
10

月
上
旬
に
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
他
、
入
選
者
に
は
郵
送

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
▼
問
　

同
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線

３
８
２
）

募
　
　
集

蓮
ま
つ
り
俳
句
・
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

倫
理
の
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育

委
員
会　
▼
申
・
問
　
7
月
15
日
㈪

ま
で
に
電
話
で
長
島
☎
０
９
０
―

２
６
７
９
―
３
８
６
５

▼
日
時
　
7
月
15
日
㈪
午
後
1
時
～

4
時
15
分
（
午
後
0
時
30
分
開
場
）　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　【
第
1
部
】
行
田
市
民
吹

奏
楽
団
、
米
娘
舞
娘
、
語
り
部
の
会

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど　
【
第
2
部
】

「
な
ぜ
行
田
に
古
墳
群
が
あ
る
の

か
」、「
古
墳
の
ま
ち
の
町
お
こ
し
」
を

テ
ー
マ
に
山
田
琴
子
さ
ん
（
県
立
さ

き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
学
芸
員
）、
ま

り
こ
ふ
ん
さ
ん
（
古
墳
に
コ
ー
フ
ン

協
会
会
長
）、
長
緒
鬼き

な

さ
無
里
さ
ん
（
作

家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）、
関
義
則

さ
ん
（
元
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博

物
館
館
長
）
に
よ
る
歴
史
フ
ォ
ー
ラ

ム　
【
第
3
部
】
ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
お
楽
し
み
抽
選

会　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田

古
代
米
カ
レ
ー
の
会　
▼
後
援
　
行

田
市　
▼
協
力
　
県
立
さ
き
た
ま
史

跡
の
博
物
館　
▼
そ
の
他
　
行
田
古

代
米
カ
レ
ー
な
ど
の
出
店
あ
り　
▼

問
　
行
田
古
代
米
カ
レ
ー
の
会
田
中

☎
０
９
０
―
４
９
４
６
―
８
６
０
４

古
墳
群
の
あ
る
町

行
田
の
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

広告広告



催し・募集

322019.6 市報 ぎょうだ33
人口81,254人（67）　男40,350人（36）　女40,904人（31）　世帯数34,881世帯（103）
4月中の異動　出生44人　転入等349人　死亡76人　転出等250人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

上
の
方　

▼
定
員　

10
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　
▼
会
費　

月
3
千
円
（
一
部
体
育
施
設
の
利
用

サ
ー
ビ
ス
特
典
あ
り
）　

▼
申　
6

月
15
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
直
接
ま
た

は
電
話
で
同
プ
ー
ル
☎
５
５
５
―

２
４
５
５紙

粘
土
細
工
講
座

「
眠
り
か
ら
目
覚
め
る

 

古
代
蓮
の
乙
女
」

▼
日
時　

6
月
23
日
㈰
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
講
師　

佐
藤
孝
子
さ

ん
（
全
国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
サ

ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
）　

▼
定

員　
80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

２
５
０
円
（
材
料
費
）　
▼
そ
の
他　

要
入
館
料
（
大
人
４
０
０
円
、
小

人
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料
）　

▼
申　
開
催
時
間
内
に
直
接
同
館

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅰ

「
古
代
蓮
の
里
友
の
会

 

会
員
作
品
展
〜
蓮
〜
」

▼
日
時　
6
月
14
日
㈮
〜
8
月
4
日

㈰
午
前
7
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

館
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館　

▼
内
容　

古
代
蓮
の
里
友
の
会
会
員
の
作
品
展　

▼
そ
の
他　
要
入
館
料
、
同
会
会
員

随
時
募
集商

工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か

▼
日
時　
6
月
15
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
上
映
時
間　
１
０
５
分　

未
来
に
残
し
た
い
日
本
の
自
然

１
０
０
選
5
（
中
国
・
四
国
地
方
編
）

▼
日
時　
7
月
6
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
上
映
時
間　
１
１
３
分

い
ず
れ
も

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無
料　
▼
そ
の
他　
整
理
券

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

6
月
16
日
㈰
は
、
全
施
設
定
期
点
検

の
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊

だ
っ
て
１
日
ポ
タ
リ
ン
グ

▼
日
時　
6
月
22
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
2
時
（
ゴ
ー
ル
到
着
後
随
時
解

散
）
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　

行
田
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案
内

所　
▼
内
容　
市
内
に
設
け
ら
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
の
推

し
コ
ー
ス
あ
り
。　
▼
定
員　
50
人　

▼
そ
の
他　
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
の
こ
と　
▼
参
加
無
料　
▼
申　

6
月
10
日
㈪
午
前
9
時
か
ら
直
接
行

田
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案
内
所

商
工
セ
ン
タ
ー
音
楽
祭
Ⅰ　

涼
風
薫
る

 

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
8
月
3
日
㈯
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　
▼
内

容　
フ
ル
ー
ト
三
重
奏
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
な
ど
を
演
奏
。　
▼
曲
目　

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」、「
歌
謡
曲
メ

ド
レ
ー
」、「
三
重
奏
曲 
作
品
24
よ

り
（
ク
ン
マ
ー
作
曲
）」
他　

▼
出

演　
荒
井
香
央
里
さ
ん
、
伊
丹
唯
さ

ん
、
岡
村
加
寿
子
さ
ん　
▼
入
場
料　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）　
▼
チ
ケ
ッ

古
代
蓮
の
里

「
天
空
ヨ
ガ
体
験
」

▼
日
時　
①
7
月
13
日
㈯
午
後
4
時

30
分
〜
5
時
30
分
②
9
月
13
日
㈮
午

後
4
時
30
分
〜
5
時
30
分
③
12
月

13
日
㈮
午
後
8
時
30
分
〜
9
時
30

分　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館　
▼
内

容　
開
放
的
な
空
間
で
あ
る
同
館
展

望
室
で
ヨ
ガ
を
行
い
、
非
日
常
的
な

体
験
を
す
る　
▼
講
師　
根
岸
智
子

さ
ん
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

▼
対
象　
小
学
生
以
上
の
方　
▼
定

員　
各
回
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費　
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
３
０
０
円
（
同
館
入
館
料
、
保
険

代
を
含
む
）　

▼
申　
6
月
1
日
㈯

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
古
代
蓮
会
館

（
休
館
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分
）ウ

ォ
ー
タ
ー

エ
ク
サ
ク
ラ
ブ

▼
日
時　
毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
〜

4
時　
▼
場
所　
行
田
市
民
プ
ー
ル　

▼
内
容　
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ワ
ー
（
水

圧
、
浮
力
、
抵
抗
、
水
温
の
効
果
総

称
）
を
利
用
し
、
健
康
増
進
に
効
果

的
な
運
動
を
楽
し
く
行
う
。　
▼
講

師　
い
き
い
き
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
講
師　
▼
対
象　
18
歳
以

ト
取
り
扱
い　
6
月
15
日
㈯
午
前
9

時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
で
販
売

古
代
蓮
会
館　
潮
崎

ひ
ろ
の
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
6
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
ご
ろ　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
出
演　

潮
崎
ひ
ろ
の

（
行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）　
▼

そ
の
他　
要
入
館
料

古
代
蓮
会
館
の
開
館

時
間
を
変
更
し
ま
す

▼
期
間　
6
月
15
日
㈯
〜
8
月
4
日

㈰
※
期
間
中
は
無
休　
▼
開
館
時
間　

午
前
7
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

館
は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
そ
の
他　

期
間
中
、
古
代
蓮
の
里
売
店
は
午
前

7
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
古
代
蓮

う
ど
ん
店
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
2

時
ま
で
営
業
※
い
ず
れ
も
期
間
中
は

無
休

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（令和元年5月1日現在）

航
空
学
生

▼
試
験
日　

9
月
16
日
㈪　

▼
試

験
会
場　

大
宮
駐
屯
地　

▼
対
象　

【
海
上
自
衛
隊
】
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
方
（
高
卒
者
ま
た
は
高
専
3

年
次
修
了
者
※
見
込
み
含
む
）【
航
空

自
衛
隊
】
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

（
高
卒
者
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了

者
※
見
込
み
含
む
）　
▼
受
付
期
間　

7
月
1
日
㈪
〜
9
月
6
日
㈮

一
般
曹
候
補
生

▼
試
験
日　
9
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

の
う
ち
指
定
す
る
1
日　
▼
試
験
会

場　
埼
玉
大
学
ま
た
は
朝
霞
駐
屯
地　

▼
対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

（
32
歳
の
方
は
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）　

▼
受
付
期
間　
7
月
1
日
㈪
〜
9
月

6
日
㈮

自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日　
7
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫　

▼
試
験
会
場　
朝
霞
駐
屯
地　
▼
対

象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32

歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
1
日
か

ら
起
算
し
て
3
月
に
達
す
る
日
の
翌

月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い

な
い
方
）　
▼
受
付　
年
間
を
通
じ

て
募
集 自

衛
官
等

自
衛
官
採
用
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時　
7
月
13
日
㈯
【
第
１
部
】

午
前
10
時
〜
正
午　
【
第
2
部
】
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所　

熊
谷
商
工
会
議
所
（
熊
谷
市
宮
町
2

―
39
）
※
熊
谷
駅
近
く
か
ら
送
迎
あ

り　い
ず
れ
も

▼
問　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
５
２
２

―
４
８
５
５
（
熊
谷
市
筑
波
3
―
90

―
1
国
際
ビ
ル
2
階
）

職　種 勤　務　時　間 採用人数・応募資格 時　給 雇用期間 申し込み・問い合わせ

プール監視員

（1）午前9時30分～午後5時30分
（2）午前9時30分～午後2時
（3）午後0時45分～ 5時30分
（4）午後5時30分～ 9時
※勤務割表によるローテーション勤務

35人程度
※ 高校生以上の方（満15歳に
なって最初の3月31日を迎
えている方）
※泳げる方（25メートル程度）
※週3日程度勤務できる方

昼間940円
夜間920円

7月中旬～
8月31日
を予定

6月23日㈰までに履歴書（写
真貼付）とエントリーシート
（いきいき財団ホームページ）
からダウンロード可）を行田
市民プールへ持参してくださ
い。
※面接日は後日連絡します。

行田グリーンアリーナ
☎553―3377

受付窓口 正午～午後4時30分
※週2～ 3日のローテーション勤務 若干名（18歳以上の方） 920円

「夏期限定」市民プールスタッフ

広告広告



も
っ
と
も
酒
を
た
し
な
み
、
五
〜
六
樽
を
倒

す
の
を
常
と
し
、
他
家
へ
招
か
れ
て
行
く
時

は
、
ま
ず
自
宅
に
て
二
〜
三
樽
を
傾
け
て
後

に
出
掛
け
し
と
云
う

　
こ
の
文
章
は
、
石
島
薇
山
の
著
書
『
新
修 

忍
の
行
田
』
の
中
で
幕
末
の
忍
藩
士
尾
崎
石

城
に
つ
い
て
説
明
し
た
一
節
で
す
。
江
戸
時

代
の
酒
は
現
代
よ
り
も
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が

低
か
っ
た
と
は
い
え
、
石
城
が
い
か
に
大
酒

飲
み
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
彼
が
綴つ
づ

っ
た
『
石
城
日
記
』
か
ら
尾
崎

石
城
の
酒
場
放
浪
記
の
一
幕
を
ひ
も
と
き
ま

し
ょ
う
。

　
石
城
が
よ
く
訪
ね
た
酒
場
の
一
つ
が
忍
城

下
に
あ
っ
た
と
い
う
中
屋
。
肴さ
か
なに

は
鰤ぶ
り

の
煮

付
け
や
刺
身
、
そ
ば
な
ど
が
並
び
ま
す
。
他

に
も
崎
玉
屋
、
和
泉
楼
、
大
利
楼
と
い
っ
た

料
理
屋
で
酒
宴
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
彼

の
意
外
な
酒し
ゅ
友ゆ
う
は
僧
侶
た
ち
で
し
た
。
僧
侶

は
修
行
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
読

み
、
学
者
肌
の
石
城
と
は
意
気
投
合
す
る
所

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ひ
と
た
び
石
城
と
気
心
の
知
れ
た
仲
間
が

集
ま
る
と
、
同
僚
の
松
平
家
家
臣
の
屋
敷
や

城
下
の
寺
院
で
さ
え
酒
場
に
早
変
わ
り
で

す
。酒
や
肴
を
持
参
す
る
者
も
お
り
、大
小
の

宴
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
皿
に
盛
っ
た
肴

を
畳
敷
き
の
座
敷
に
広
げ
、
そ
れ
を
囲
ん
で

つ
ま
む
の
が
一
般
的
で
し
た
。
酒
が
進
ん
だ

翌
日
は
、
酔
い
が
覚
め
る
ま
で
の
ん
び
り
過

ご
し
て
い
ら
れ
た
の
も
、
藩
の
規
律
に
反
し

て
謹
慎
中
で
あ
っ
た
石
城
の
身
の
上
な
ら
で

は
の
生
活
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

昼
間
は
子
供
た
ち
へ
の
手
習
い
や
襖ふ
す
ま
え絵

な
ど
の
制
作
で
生
計
を
立
て
つ
つ
、
夕
方
は

酒
場
で
の
交
流
を
楽
し
む
石
城
の
姿
に
は
、

藩
内
で
の
不
遇
に
悩
み
な
が
ら
も
、
一
日
一

日
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
彼
の
信

念
が
滲に
じ

み
出
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら

れ
ま
す
。 

（
郷
土
博
物
館　
澤
村
怜
薫
）
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
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／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
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Ｆ
Ａ
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５
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令
和
元
年
6
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ
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ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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　5月4日、さきたま古墳公園で第34回さきたま火祭り
が開催され、約9万人が訪れました。

　採火行列に導かれ、輦
れ ん

台
だ い

に乗ってニニギノ命とコノハナサクヤ姫が登
場。産屋に火を放つと、瞬く間に炎に包まれ、その幻想的な光景に来場者
は目を奪われていました。

酒宴を楽しむ様子。左端の人物が尾崎石城
（慶應義塾大学文学部古文書室所蔵）
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GYODA 忍

藩
士 

尾
崎
石せ

き 

城じ
ょ
う 

の
酒
場
放
浪
記

田
島 

青あ
お
い來 

ち
ゃ
ん （
荒
木
）

平
成
30
年
６
月
19
日
生
ま
れ

父
・
祐
樹
さ
ん　
母
・
実
結
さ
ん

「
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
♡
」

浅
野 

蓮れ
ん
と翔 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
30
年
６
月
29
日
生
ま
れ

父
・
翔
太
さ
ん　
母
・
ま
ど
か
さ
ん

梶
原 

梨り

お央 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
30
年
６
月
６
日
生
ま
れ

父
・
健
司
さ
ん　
母
・
正
美
さ
ん

「
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

「
沢
山
の
笑
顔
と
幸
せ
を

 

あ
り
が
と
う
♡
」

長
森
　
玲れ
い 

ち
ゃ
ん （
渡
柳
）

平
成
30
年
６
月
14
日
生
ま
れ

父
・
圭
さ
ん　
母
・
亜
希
さ
ん

「
め
ざ
せ
！
プ
ロ
野
球
選
手
♡
」

真
壁 

一い

と叶 

ち
ゃ
ん （
緑
町
）

平
成
30
年
６
月
１
日
生
ま
れ

父
・
勝
之
さ
ん　
母
・
真
美
さ
ん

金
井 

結ゆ

あ愛 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
30
年
６
月
29
日
生
ま
れ

父
・
一
樹
さ
ん　
母
・
祐
未
さ
ん

「
我
が
家
の
4
番
目
☆

 

元
気
に
成
長
中
！
」

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

● 6月4日㈫～28日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、7月2日㈫午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

平成30年8月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成30年 6月生まれ のおともだち


